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は
人
々
の
县
の
欲
望
を
充
足
す
る
が
爲
め
に
自
變
形
成
せ
ら
れ
た
る
團
結
な
り
。
次
い
で
幾
多
の
家
が
結
合
し
、
而
し
て 

其
の
«-
結
が
日
常
の
所
耍
滿
足
以
上
の
尨
の̂.
企
圖
す
る
に
至
り
た
る
時1
村

9
も
3)

を
生
ず
。
最
後
に
幾
多
の
利
が
結
合
し
て 

.
{元
全
に
し
て
始
ん
ど
全
く
自
足
的
な
る
に
充
分
な
る
太
さ
の
單
.一
共
同
體
を
成
せ
る
時
、
國̂

^

&を
生
ず
.'
:
0.ア
リ
ス
卞
テ
レ
ー
ス 

ft
.斯
く
の
如
く
說
く
。

(POL, 

I. i
L

前
掲
拙
著
.
.

1

九
七
丨
八
頁
參
照)

。
：
彼
れ
.は
.此
o
村
落
共
同
體
を
以
つ
て
氏
族€

3

と
同 

ニ
II
せ
る
が
故
に
、
彼
れ
は
家
族
生
活
及
、び
此
の
家
族
單
位
の
最
廣
な
る
も
の

.即
ち
氏
族
に
、
最
初
の
結
合
醫
の
_

を
置
げ
る
な 

斯
く
の
如
き
は
決
し
て
單
な
る
哲
藥
者
の
抽
象
的
思
辨
と
の
み
考
'ふ
可
き
も
の
に
非
ざ
る
な
り。(

>•
? J

*
G
r
e
e
n
i
a
$

 A

.
 

. 

. 

* 

.

.

.

.

. 

:

-:
.l 

-
V 

- 

• 

- 

 ̂

1
-■ 

■ 

■ 

 ̂

- 

V 

- 

■ 

' 

■ 

• 

- 

■ 

' 

1 

• 

-

-
:

'

雅
.典
が
率
先
し
て
波
斯
A
の
侵
略
を
防
ぎ
、
■而
し
て
其
の
繁
榮
を
極
め
た
る
時
代
は
實
に
，市
錄
が
其
の
發
麼
の
極
致
に
達
し
た
る
時

ベ

9
ク
レ
ス
の
大
工
事
に
就
^

て
'
.の
it

；
會
經
濟
史
的
.

^

^

^
 

.

.
五

C
1 .

ニ
八
七
し



《

リ
グ
レK.

の
.大
工
事
^
就
^p

..

の
®I；
-：
會

故

濟
.史
晚
！̂
察
ぺ 

.卞
:.
'
■
'(

ニ

八

51

代

な

り

き

。
.西

紀

前

第

五

世

紀

及

：

g

第

(«
#

起

の

31
;
»:
入
に
观
沴
で
*

、：.共

和

；̂

^

ば
待
.
^
|
餅̂

序

:̂
|

^

:る
_の
_

ぁ

り
U

な

0
O
. 

ア
リ
ス
ト
テ
レ

i

ス
は
、

人

は

自

然

に

政

治

的

動

物

な

り

と

做

し

、(

p
c
r
I
, 

ii. 

§

 

6
,
)
、

入

間

は

其

の

最

低

の

階

段

に

於

い

て

も

、 

他
の
幾
多
の
'励
物
と
共
通
な
'る

群

居

性

を

有

ず

る

も

、
：而

も

、

人
.は
#

_
の
成
^

た

る

に

非

ざ

れ

ば

、
彼
れ
に
向
ひ
；て
诏
か
れ
た
る
^
 

般
の
可
能
性
に
■到

達

す

る

こ
と
.な
し
と
.思

惟

せ

りo

 

'一
 

事
物
真
個
の
-「

自

然」

.は
其
.の
最
粧
笨
、
'最

低

若

レ

ぐ

ば

最

初

虹

^
^
段

に

聆 

い

て
看

灶

さ

る

可

き

に

非

ず

し

て

、

其

の

最

精

徽

、
最
高
.な

る

發
_

に

於

.い
^

發

見
せ
.，ら

.る

可
き

も
.の
.な 

て
ア
リ
ス
ト
テ
レ 

1

ス
に
取
り
て
は
、
其

の

强

烈

纪
‘

政

治

坐

傲

、
其

00
友

愛

的

变

際

旮

機

會

、.

#
の
_

術

、
.其
：の
輙
學
.を
有
ず
.各
希
| 1
市
邦
呔
實
に
最 

高

の

社

會

紺

織

た

り

し

な

り

。(
「

前

史」
一
九
七
寬)

。

然

れ

邕

も

，
：幾

多

の

希
1 1
人

は

ノ

永

く
"

經

濟

的

、
：地

理

的

•
'
軍
事
的
及
び
社 

會

的

な

る

種

々

散

る

原

因

が

彼

れ

等

を

し

て
.都
市
に
居
住
す
，る
に
至
ら
し
め
た
る
の
.事

實

、
並
び
に
希

臘
人

を
.し
て
政
治
的
動
物
た
ら 

し
め
た
る
も
の
は
市
邦
に
於
け
る
生
活
た
る
の
：事

實

を
* -
過

せ
'り0

,

 

.:- 

'
,
-
■

:
前
述
せ
る

同
猶
族
の
人

は々

孤
立
せ
る

家
宅
に
居
住
する
こ

と

な

く

、
本
能
的
に
村
落
に
席住
し

た

る

も

、
而
も
其
の
材
落
は
何
等
の 

形
式
に
於
い
ても
政
.治
的
單
位
に
は

非
ざ
り
し
.な

る
可
し
o
.
石
壁
0

防
禦
0 ;
事

裏

'
:ふ
.が
爲
め
.に
は
富
.と
勞
働
と
^
^
 ̂

.小
村
落
は
. 

栅
の
.外
、
.；何
等
.の
防
藥
を
有
ず
る
とと
な
し
6
:彼
れ
等
は
其
の
.最

も

貴

重

；な
.る
脉
鹿
た
.る
.家

畜

.の

群

れ

を

-1
>
.て
.司
族
若
し
ズ

は
異

邦
人 

に
ょ
る

陸
海
0

管

入

ょ

り

安

全

な

ら
.し
む
.が
爲
め
へ
に
—*
§

:

永
^

^
避

難

所
を
要
求
;#
り
0

此
の

共
同
：の•避
難

所
I

然
■

居
住
す 

る

場
所
た
る
'も

、
家
畜
及

び

着

者

の

爲

め
'に
餘
地
を
#

せ
七
む
る̂
.
と
凌
康
し
- ^
る
亦
放
に
、
王
は
.初
め

興
の

內
に
哲
住
史
ず
し
て

、
.
, 

共
の
間
近
.かH

席
を
權
へ
た
りo

是

れ

等

避

難

所
.の

多
く
は
單
に
其
の
位

置

の

み

に

信

賴

し

、
他

の

.も

£>
は

疑
ひ
も
な
く̂

柵

を

以
つ

て
a
 p

?

な

る

防

禦

作

業

を

施

せ

る

：に
.過
ぎ
ざ
.る
を
以
つ
て
、
*

の
根
跡
，の
今
_

に
淺
存
す
る
も
の
.な
し
。
吾
人
は
支
配
者
が
避
難
所
の 

側

，に
.居

住

す

名

に

至

り

て

、

初
‘め

て

種

族

的

議

の

地

方

的

中

心

%-
看

出

す

な

り

。

然

れ

ど

も

、
.ア

力

-
ア
人

及
び
東
方
の
範
例
を
歪 

曲
せ
る
ミ
ノ

.ス
'文
.化
が
認
め
ら
る
i

に
室
り
た
る
希
臘
.

諸̂

地

方
に
在
身
て
.は
>

恐
ら
く
其
の
側
に

王
の

唐
住

.を
有
し
た
る
避
難
所
た 

り
：し
ち
.

A

は
、
^

に
ミ
ユ
，
‘ケ
1

ネ
若
し
く
は
チ
'リ
，ユ
ン
ス
に
於
け
る
が
如
き
_霉

-#
を

築
.ヵ
れ
_た
.る

.7
城
.
>
_爲
.れ

り

r

く

のsav

き
城
黎
は 

切

め

て

ポ

リ

ス

と

稱

せ

ら

れ

た

る

も
-(
0
な
.り
0

城

下

に

は

主

の

扈

從

、
臣
下
並
び
.に
其
の
1

圍
の
.地
所
を
耕
作
せ
る
曝
民
若
し
く
は
隸 

農

の

家

屋

群

が

れ

り

。.
.希
職
人
は
斯
く
の
如
き
住
宅
の
.集

團

を

ア
.ス
^-
イ

^

|

>
と
呼
べ
..‘り
.9
ホ
’メ
ー
ロ
ス
•の詩

！
！

に
於
い
て
は
、

■ 

因
勝
的
語
句
か
猶
ほ
ア
ス
チ
.イ

と

ポ

リ

ス

の

間
に
區
別
を
設
け
た
り
。

而

も

其

處

此

處
に

古
語
は

亡
び

て
、

兩
語
は
交
替
が
に
使
月
し 

得
る
こ
と
り
、

「

オ
.デチセ

.イ
ブ」

の

1

章

句

中

に

は

- ^
城

を

意

味

ず

る

の

觀

が
^;
ア

クi.,

ポ
，リ

k
'
s
/
c
/
J
r
o
^
r
)

な
る
語
の
使
扞 

セ
ら
^

た
る
を
見
る

^ .
り
o(

〇
d
.
, VI

I
I
,

 

4
9
4
,
:

 

S
0
4
0
O

然
れ
ど
も
ポ
リ
ス

"な
る
語
の
有
す
，る
古
義
は
察
易
に
消
滅
せ
ず
し
て
？
雅 

典

€
於

い

C

は
、
紀
元
前
第
四
世
紀
に
.至

る

ま
e

s

_li
t
の
語
は
公
式
に
は
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
を
指
し
、

ア
：ス
チ
イ
.は
人
々
の
居
住
せ
る
割 

市

と

指

す

も

の

と

し
.て
使
用
せ
ら
れ
た
り
。.

'
(
T
h
e
.
C
a
m
b
r
i
d
g
e
:

 

A
n
c
i
e
n
t

 

H
l
s
t
o
i
r
y
,

 

e
a
,
b
y

 

 ̂

w
. 

f

 
^
 

c
o
o
k

 

a
n
d

 

?,.: 

E
,

 

M
c
o
c
k
,

 

v
o
l
.

 

H
I
,

 

,, 

i
 

• 

I 

.
斯

ぐ
て
齊
人
は
希
|1
1

の
諸
地
方
.に
於
い
て
は
、
神

雄

時

代
.に
*

つ
：

V

早
く
旣
に
ボ
.リ
ス
'な
る

語

雄

び
.に
宮
城
と
.域
壁
を
繞
ら
す
こ
と
.
. 

な

き

思

往

地
CD
結

合

の
#

莅
せ
る
こ
と
ぃ
を
撒
定
レ
得
各
气
而
も
這
般
の
結
合
が
政
治
的
市
民
的
生

活
の

總
べ

で
を

阪
收
す

各
中

心
た 

る
市
^

^
る
に
は
未
.だ
甚
し
き
距
離
.あ
る
も
'の
と
觀
：ざ

：る
可
ら
ず
0

茁
.は
餘
：ゥ
に
戴
ぐ
、
、
庶
民
ば
餘
り
に
輕
ぎ
に
過
ぎ
た
.り

。
，
而

も

，
確

,

.
べ
ぇ
ク
レ
ス
0
.大
エ
事
匕
就
き
：て
の
社
會
黐
濟
史
的
考
察
ン 

セ
：
 

'( 「

F

九
、



(

I

レ
S

大
i

に
.就
き
て
の
.社
會
經
濟
史
盼
考
察 

し

(

ニ
九

0〕
5t
6
な
る
政
f

g

#、も
の
觀
念
は
旣
に
生
じ
、
又
'#
續
す
る
に
至
れ
.る
な
り
。
..斯
く
の
如
き
は實
に
希
職
の「

海
賊
時
代」

を
以
つ
て 

.終
る
ミ
.ユ
ヶ
丨
ネ
文
化
時
代
よ
り
傅
は
れ
る
も
の
I

O
ア
力
エ
.ア
諸
君
主
•の
海
外
遠
征
は
ト
ロ
：ヤ
戰
役
に
於
い
.て
頂
點
に
達
し
た
ち
. 

而
し
て
其
の
後
.相
次
げ
る
入
寇
の
打
擊
に
出
り
.て
ミ
：

n

ケ
丨
ネ
の
秩
序
は
損
傷
せ
ら
れ
、
掠
奪
隊
は
避
雛
隊と
爲
れ
り
。
‘—

リ
ス
人 

'

並
び
盎
れ
等
と
共
に
、
又
彼
-^
等
.の
後
に
來
れ
る
鋳
0
:人
民
_

王
政
を
破
壞
し
、
£

ユ
ケ
ふ
及
び
他Q

ミri

す

ネ
文
明
の 

:

中v

を
焼
き
て
_

す
る
に
至
れ
p
°
彼
れ
等
は
良
土
を
略
取
し
、
彼
れ
s

_
と

諸
神
と
に

所

領

嘗

 

•餘
の
土
壞
を
民
主
的
：に
地
區(
.

&

 

.
に

分

割

賞

0
ア
ッ
チ
ヵ
は
依
然
入
寇
を
免
れ
、
而
.し
て
此
.
.の：地
に
於
い
て
は
、、、
ユ
ケ
！
不 

■時
代
よ
り
S

簡
斷
な
く
行

.は
れ
た
.f

、
'
i而
も
ア
ル
力
デ
ィ
ア
は
I

ス
S

ペ
、
ロ
：
ポ

ジ

ネ

ソ

ス

f

避
難
所
を
供
給
せ
りo

然

'
れ
f

テ

.
ッ

サ

リ

ア

以

南

I

職
に
於
け
る
黑
の
地
方
に
於
い
て
は
、
舊
制
度
は
：消
滅
し
て
、
讓
的
國
家
よ
り
の
政
治
的
謹
の 

過
程
は
新
た
に
開
始
せ
.ら
れ
た
り
。(ibid., 

P, 

6
9
0
‘)。 

. 

:

.. 

.

二

時

#
職
の
大
告
分
，に
於
い
.
.て
勃
市
的
^
豕̂
.へ
の
.政
治
的
發
達
は
阻
止
せ
ち
れ
た
り
。
然
れ
ど
も
侵
略
者
は
彼
れ
等
自
身
直
ち
に 

.

都
市
的
國
家
を
構
成
す
る
こ
と
な
か
り
し
も
、
彼
れ
等
に
よ
つ
て
逐
は
れ
た
る
も
：の
、
間
に
都
市
的
國
家
を
發
達
せ
し
め
た
り
0
相
次 

げ
る
侵
略
者
入
窘
衝
擊
は
ド
リ
ス
先
往
f

海
外
に
驅
逐
し
、
.新
た
な
る
鄕
土
を
着
出
す
に
至
ら
し
め
た
り
？
ま
 

1
ネ
ス
よ
り
成
る
移
住
渚
は
、
彼
れ
等
が
其
の
新
鄕
土
を
看
出
せ
:2
,脊
地
の
諸
人
民
の
反
抗
に
_
遇
.せ
ざ
，る
.を
得
ざ
り
き
0
新
來
考
は 

廣
く
散
布
す
る
.を
得
ず
し
て
、
概
し
て
鐘
を
繞
せ
る
小
邑
'

Q..

内
部
翁
.し
べ
は
其
の
'
.近
く
に(

集

せ

C

を
得
ざ
'り
きO

ミ
レ
丨

ト

ス 

は
衞
城
と
半
哩
を
距
.て
た
る
原
移
-#
地

と

.«
3
:り
成
れ
り
0

#
れ
等
は
他
の
人
民
に
よ
り
て
襲
擊
せ
.ら
る
、
.の
：.危
險
忙
騵
ち
れ
た
る
の
み

.な
ら
ず
、
自
然
的
便
益
を
利
用
し
、
航
海
を
冏
避
す
'る
の
必
要
を
認
，め
.た
り
。
良
港
、
良
水
、
商
人
を
し
て
長
き
若
し
く
は
危
險
な
る 

:

航
海
を
免
れ
し
む
る
地
峡
上
の
地
位
、
一
定
の
良
好
な
る
商
路
の
出
ロ
等
は
總
べ
て
群
集
す
る
市
場
を
生
ぜ
し
め
た
々
。(
穴
.卜ohmann- 

Hartleben, 

D.ie antiken 

Hafenaniagen 

des 

Mittel

'Be
e
s
,

 

1923, 

s
.  

45 

s
q
q
-o
是
れ
等
の
新
社
會
は
pi
l
J!
:
的
傅
钪
ょ
り
免 

.
れ
て
、
第
八
、
七
世
紀
に
於
け
る
第
1
ー
植
民
の
時
代
以
'前
に
.於
い
て
都
市
的
國
家
の
觀
念
を
實
現
せ
り
。(

H
s Ca

m
b
r
i
d
g
e

 

Ancient 
History, 

op. 

c
i
r

pp. 

6
9
0
-
1
0
O

.

希
臘
本
土
に
於
け
る
都
市
的
國
家
へ
の
過
程
は
植
民
地
に
於
け
る
■ょ
.り
も
更
ら
に
遲
緩
に
し
て
、
其
の
原
因
は
更
ら
に
籠
な
り
。 

恐
ら
く
初
期
古
典
時
代
に
於
け
る
本
土
#
臘
人
の
半
數
は
依
然
た
る
舊
村
落
生
活
を
送
り
つ
X
あ
り
し
な
る
可
し
0
ベ
ロ
ボ
ン
ネ
ソ
ス 

半
島
に
於
け
る
征
服
的
社
#
が
都
市
若
し
く
ば
陣
營
に
集
中
す
る
に
至
れ
る
主
因
は
、
ド
リ
.ス
.の
征
服
者
が
.最
良
地
を
占
領
し
、
各
地 

域
に
、
疑
ひ
も
な
く
其
.の
祖
先
が
.ミ？

：

ヶ
丨
ネ
.の
諸
.王
.及
び
，貴
族
.の
衞
域
に
勞
作
せ
し
め
ら
れ
た
る
人
民
の
相
傳
せ
る
技
術
忆
ょ
.つ
て 

防
禦
工
事
を
施
さ
れ
た
る
堅
固
な
る
地
點
を
設
け
た
る
の
_

に
存
す
。
北
束
•へ
ロ
。ホ
ン
ネ
ソ
スQ

最
大
平
原
を
產
せ
る
ア
ル
ゴ
ス 

に
次
い
で
、
.最
も
茁
耍
な
る
都
市
.は
コ
リ
ン
->
ス
な
り
.0
コ，リ
v
yト
ス
.の
起
原
、が
.：商
業
に
恶
X
と
.と
は
蓋
し
疑
ひ
な
き
が
如
し
。
ミ
ュ 

ヶ
ー
ネ
は
、キ
や
安
全
の
妻

を

M
じ
^
つ
旅
に
通
珩
税
を
賦
課
す
可
き
諸
小
邦
>
通
過
せ
る
網
狀
の
露
を
支
配
せ
る
が
故
に
、 

.贸
易
は
海
路
.に
凼
る
こ
と
賢
明
と
爲
.り
、
朿
西
並
び
に
牝
南
の
通
路
に
鹰
か
れ
た
る
ー
班
の
利
益
舞
コ
リ
ン
ト
ス
に
與
へ
た
り
。

ユ
ゥ 

.
ボ

H
T
.の
兩
市
ヵ
ル
キ
.ス
.及
びH

ヤ
ト
リ
ア
の
興
起
は
.又
同
種
の
經
濟
的
原
因
に
基
-.
<
と
共
に
、
人
民
を
集
中
せ
る
金
物
細
エ
の
發
達 

に
ょ
り
て
助
成
せ
ら
れ
た
り
0(

§
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?
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:

八
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レ
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大
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，事
に
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§
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瓧
命
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考
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ス
：0
大
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に
弑
き
|

^
 

J

Q

:

c

'

l

A

i

n

菌
易
の
^
カ
及
が
征
服
者
の
恐
怖
の.外
、
' 社
會
的
.原
因
も
亦
市
邦
の
發
達
を
進
む
る
に
資
せ
り
？
司
法
，の
發
達
は
市
邦
の
發
達
と
卩 

可
離
の
關
係
を
有
す.る
：も
.の
な
r
°.
市
邦
發
逮
を
助
成
せ
る
，第
ユ
原
因
仗
戰
法
が
變
化
な
り
o
.市
民
の
密
集
甲
兵
隊
が
貴
族.の
f

隊

. 

に
取
つ
て
代
れ
る
紀
元
霞
第
七
世
紀
に至
る
ま
で
は
、
交
戰
は
t'
長
の
戰
ひ
に
し
て
、
庶
民
；は
殆
ん>
金
く
.重
要
視
せ
：ら
る、
こ
と
な 

か
り
き
。
中
層
階
級
の
戰_
、■檢
手
の
共
同
行
動
摄
る
新
戰
法
：
^
結
合
を
助
成
.せ
り
0
武
器
の
鲞
l
、
m術
の
'畫
一
は
集
中
せ
ら
れ 

た
る
市
邦
に
向
つ
て
の
推
移
を
援
助
せ
り̂
^

^

…

め
ァ

の̂
^
巧
ズ
^

•

K
の
興
起
が
、養
民
の
侵
略
た
る
性
質
を
失
ひ
て
、文
.化
.民
族
の
發
M
た

る

，に

至.り
•た
る
.時
期
を
確
定
す
る
は
固
よ
り
不
可
能
な
ノ 

り
。
、彼
れ
等
は
凡
そ
紀
元
前
第
十
世
紀
の
交
.に
於
.い
てH.

丨
ゲ
.海
に
'於
け
る
フ
ェ:

一

I .

キ
ア
人
の
居
留
地
：よ
り
フ
チ
二
キ
ア
文
字
を
學
べ 

h
y
o
.

1

千
二
百
.五
十
年
の
頃
、從
.來
輸
入
品
に
し
て
.、
指
輪
及
び
.小
裝
飾
品
.の
：稀
少
な
る
材
料
た
り
し
鐵
ほ
、
ホ
メ
1
13
ス
中
に
看
出
さ
；

る
、
が
如
く
、
斧
及
び
手
斧
の
如
き
利
器
と
し
て
使
用
せ
ら
る
V
:
.
に
至
り
、(II., 

xxiii;
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3
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o
d
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i
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9
1
0
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而
し
て
漸
次
一g

に
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用
，せ
ら
る〜

こ
と
1
爲
れ
り
"0
恐
ら
く
鎅
鐵
及
び
鍛
鐵
の
術
は
ア
ヵ
ヱ
T

A

Q
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a
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に
よ
り
て
輸
入
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
可 

し
。
.ホ
.メ
ー
.ロ 

.ス
詩
篇
中
の
英
雄
が
®
に
施
肥
.の
術
に
.慣
れ
た
る
：を
以
つ
て
；榧
す
る
に
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0
^
,ぎ
广
.29

.°°
) 、

當
時
の
農
業
ば
原
；

p

的 

の
.も
の
に
非
ず
し
て
、
集
約
的
性
ft
を
有
し
た
る
が
如
し
。
而
も
ホ
メ
I 
ロ
ス
の
詩
篇
中
に
於
い
で
は
貿
易
は
希
職
人
に
關
.す
る
與
り 

に
於
い
て
は
受
動
的
な
る
に
過
ぎ
ず
0

#
れ
等
0
海
上
.に
於
け
る
冒
險
は
恐
ら
.く
劫
掠
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，奪
に
限
ら
れ
た
る
な
る
可
し
0 
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易
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る
も
、
海g

"

段
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と
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ら
れ
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希
職
人
ば
.裝
飾
及
び
實
/i
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,の
.爲
め

集
製
及
び
讓
の
金
屬
並
び

S

澤
f

織
物
を
要
戈
り
と
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飞
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而
も
彼
れ
等
は
農
場
物
產
、
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及
方
少
數
，の
奴
管
除
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は
、

S

等
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‘も
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對
：し
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す
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的
憲
の
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が
實
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人
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着
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都

灌

の

母

自

由

に
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身^ 
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至
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何
等
の
權
利
を
も
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す
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な
き
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鄕
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に
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り
て
享
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せ.ら
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れ
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る
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し
で
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が
、
家
鄕
を
離4

て
約
と
十
箇
平
に
及
べ

る
共
の
父
の
消
息
を
集
む
る
が
爲I

、
ビ

て
ょ
：り
て
厚
週
せ
ら
れ
、

エ5
'
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リ
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ュ
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ン
；
室
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ゥ

ス
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^

卞
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奢

奮
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を
迎
へ
た
る
時
、

金
：瓶
と
深
紅
S

帶
と
を
交
換
せ
b
.と
f

が
如
I

、
幾
分
這
般
の
消
息
を
傳
ふ
t

o

.而も

.、
グ
ロ
ッ
ッ
の
啻
ふ
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J

く

、

如
何
に
原
.始
的
な
る
交
換
方
法
と
雖
も
、
其
の
實
行
に
は
、
富
に
精
神
的
條
併
を
要
す
る
の
.み
な
ら
ず
"

又
一
定
の
技
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的
條
伴
を
馐
ぎ
るW

磬

奮
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嘩

然
れ
ど
も
1
諸
價
値
が
確
定
せ
ら
れ
，
比
較
せ
ら
.る
可
き
方
法
は
如
何
なSN.

し
か
0

-^
メ
i
v
.ス
の
'詩
篇
へ
に
於
い
.て
は
、
諸
價
値
は 

.常
に
牛
を
以
つ
：て.表
明
せ
ら
れ
.た
り
。
：グ
ラ
ウ
コ
ス(3

a

c»x
;
o
c
>

对
僅
か
に
午
九.頭
を
慎
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
デ
：ィ
オ
メ
 

I

デ
ス 

ハA
t

$
^

の
*'
鍮
製
の
申
胄
に
代
へ
て
牛
：一
百
頭
を
價
す
る
其
の
黄
金
造
;̂

の
申
胄
.一
揃
を
與
へ
た
り
？
 (IL, 

YI, 
2

3

5

0比
事 

の
熟
練
を
荷
す
る
普
通
の
女
奴
_
は
四
頭
の
平
を
債
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
冬
、：

稀
れ
に
は
ニ
十
頭
を
賈
す
る
も
の
あ
り。
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P

)

o (
「

前
史」
三
九
、
二
九

一
頁
參
照)

。「

ィ
リ
ア
.ス
.J(

SM
C)

第一

一
十
三
編
に
現
れ
衣
名
力
士
に
與
へ
ら
る
可 

きj

券
賞
た
る
三
脚
器
は
.士
一
頭
と
評
價
せ
.ら
れ
た
り
。
ト
口ヤ
を
控
ベ
.て
張
ら
れ
た
る
希
臘
軍
の
陣
地
に
到
來
せ
る
レ
ム
ノ
ス
の
葡 

萄
酒
の
船
荷
を
指
撺
官
等
は
家
畜
及
び
皮
革
に
代
へ
て
購
へ
り
と
傳
べ
ら
る
入
も

(

I

r
'<
:
1
1*
2
7
>)

、
而
も
牛
は
現
實
に
交
換
に
現

. 

'
-
V

は
る
、
.こ
と
な
く
、
寧
ろ
諸
價
格
が
表
示
せ
ら
る
可
：き
標
準
た
り
し
な
.る
可

-1
.0
貨
物
交
易
は
數
世
祀0
間
、
貨
幣
0
.介
入
な
く
し
て 

.持
續
せ
ら
れ
、
而
し
て.

1

般
に
欲
求
せ
ら
る
、
一
定
の
貨
物
が
單
位
と
し
て
使
用
せ
ら
れ
*
其
の
：名
辭
に
於
い
て
他
の
物
品
の
交
換
惯 

値
が
評
價
せ
ら
るV
正
規
的
組
織
的
物
々̂

換
は
久
し
く
行
は
れ
つX
あ
り
し
な
、る
可
し0 

r
v
の
6
き
貨
物§

5̂

は
可
能
な
り
と雖
も
、
而
も
便
宜
な
る
も
の
：に
非
ず
。
鑄
造
せ
ら
れ
た
る
と
否
と
を
問
は
ず
、

金
屬
貨
幣
が 

其
の
便
宜
の
點
に
於
い
て
優
れ
る
の
事
實
は
早
晚
必
ず
承
認
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
ず

0
ド
リ
ス
人
が
紀
元
前
第
士一
世
紀
の
.初
め
に
於
い 

'

て
希
臘
に
侵
入
せ
る
時
、
彼
れ等
は
舊
文
明
に
對
し
：て
破
壞
的
な
り
し
と雖
も
、
而
も
亦
新
文
明
の
種
子
を
齎
せ
り
？
彼
れ
等
は
鐵
を 

..使
用
す
る
の
知
識
を
有
し
、
而
し.て
其
.の
侵
入
と
共
に
、
希
職
に
於
け
る
靑
銅
時
代
は
鐵
の
.其
れ
に
道
を
譲
れ
り

0
ホ
メ
ー
ロ
ス
時
冗

の
#
臘
に
於
け
る
聲
價
高
き
武
器
及
び
器
具
は
鐵
な
名
鏟
は
重
要
な
る
.商
品
に
し
て
、
■

前
第
七
世
紀
の
S

に
至
る
ニ
ー
香 

年
の
間
べ
ロ
ポ
ン
ネ
ソ
ス
半
島
に
於
け
る
重
要
物
産
通
貨
た
り
‘し
こ
と
殆
ん
ど
疑
ひ
な
き
所
な
&
。
.凡
そ
西
紀
前
六
百
年
、
リ
ュ
コ
ゥ 

ル
‘ゴ
ス
f

f

t y

の
名
に
よ
っ
て
：傅
は
れ
名
ス
パ
十
タ
の
墓
は
、
冒
f

金
銀
の
I

ら
ず
、
銅
.の
如
f

ら
通
貨
と
し
て 

比
の
國
に
導
入
せ
ち
る
、
こ
七
を
禁
じ
た
り
。
軍
り
許
容
せ
ら
れ
た
る
も
の
は
鐵
に
し
て
、
そ
は
量
於
一
由
&
迅
分
の
三
を
有
す
る 

長
き
棒
狀
を
以
っ
て
流
通
せ
り
。(

「

前
史」

ニ
一
一
一
豪
照)

o
ホ
メ
丨
ロ
ス
の
詩
篇
は
又
、
雜
が
貴
金
屬
及
び
家
畜
と
同
時
に
流
通

せ
名
の
事
實
を
擧
示
せ
り
。

.'
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:

ス
パ
ル
タ
を
除
音
て
は
、
第
七
，世
紀
の
初
頭
に
於
い
て
.恐
ら
く
這
般
の
鐵
貨
は
、
.少
ぐ
と
も
多
額
の
支
拂
に
於
い
て
は
、

^
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ナ

S
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)

の
銀
貨
に
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り
て
其
の
地
位
を
奪
は
る
、
に
至
り
し
も
の
な
る
可
し
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.エ
丨
ヂ
1
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鳥
の
右
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き
不
毛
の
土
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は
其

の
移
住
民
を
し
て
凤
に
海
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に
從
事
I

s

ら
し
め
、
斯
く
て
彼
れ
等
は
通
商
の
目
的
を
以
っ
て
貨

f

鑄

I
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而
も
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臘
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埃
及
人
，の
間
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は
毫
I

國
の
.鑄
貨
存
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る
の
觀
な
く
"
フ
、
一
一
キ
ァ
人
も
亦
、
此
の
變
於
い
.て
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土
丨
ゲ
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諸
人
民
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着
け
た
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の
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跡
な
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羅
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め
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せ
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る
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る
よ
り
も
^
^

'

?
.ク
レ
ス
の
'大
エ
举
忙
政
兔
て
の
妊
會
經
昏
的
考
爲 
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に
：し
.て
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交
I

露
大
部
分
物
々
交
換
の
域
：S

?
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と
な
か
り
し
ホ
メ 

I 
ロ
ス
，
の

時

弋

C
す

"

'
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I
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醫
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れ
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1

1

1

I
ス

屢
「

收
入

ィ
せ
' 

.

〈

貧

"
.卜
ド
:0
.夏
な
る
地
方
_

顧
せ
ら
れ
そ
、
ハ̂

:

.
'■

ィせ水章

.

.
と
爲
れ
り
？
食
料
の
必
.耍
は
又
遍
剩
入
...
ロ
0
.爲
め
に
排
ロ
を
取
#-
す
可「

き
植
民
0

^

ょ
り
小
煎
細
蓝
、伊
太
利
In
i
、
.シ
：キ
，リ
ア
及
び
馬
却
塞
に

^

^
ず
る
が
双
め

に
出
發
f

 

o希
臘
人
.は
植
民
に
ょ
り
て
海
を
越
え
て
漸
次 

.
耕
作
地
|

攀

る

.の

.業
を
持
續
し
、著
レ
<
其
の
國
土
を
搬
張
し
、
而
し
て
ぁ
ら
ゅ
.る
新
希
職
杞
於
'い
て
通
商
0
利
潤
を
獨
占
せ
り
。 

バ
農
業
と
植
民
.の
_
時
の
發
遂
は
有
利
な
る
衝
動
を
エ
業
に
#

へ
た
り
。
康
質
.の
火
1:
液
1

產
を
貯
藏
す
る
が
爲
め
に
陶
器
は
絕
え
ず 

製
造
.せ
ら
れ
、美
術
品
.と
し
：て
取
扱
株
る
、
に
至
れ
り
0其
の
：母
市
の
：金
物
及
，び
.織
物
に
慣
れ
.た
.る
.移
拔
は
製
造
業
衆
^
鼓
舞
し
て
觅
ら 

に
高
度
の
生
産
を
行
は
し
め
た
び
。
工
業
は
鑛
が
て
.叉
商
業
を
刺
激
：せ
.り
。
斯
く
.て
生
產
#
為

.る
時
代
は
過
ぎ
て
.、
國
際
間
•に
於S

て
、
又
同
}
都
市
內
に
於
い
て
仲
介
商
人
を
有
ず
■る
に
至
れ
り
。
:
自
己
の
產
物(

^

3
-§
7
s
v

)

を 

寶

る

d
K

Q
T

t
s

h
^

は
他
人
の
產
物
钇
交
換
ず
る
p

s

p

w

ri
s

に
代
る
こ
と
、
爲
れ
り
o
. 

(Glotz, 

op. 

c
l
r

p.. 

6
5
0
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.紀
元
前
第
八
世
紀
の
半
ょ
り
同
第
穴
佌
紀
の
半
に
亙
れ
る
希
職
人
の
地
中
海
及
び
黑
海
歡
岸
へ
の
發
辑
は
洵
に
其
の
經
濟
史
上
に
於 

け
る
最
も
蛩
要
な
る
も
の〜

ー
な
り
。
人
口
の
增
加
'せ
る
時
、
希
職
の
狹
少
な
る
土
壤
は
之
れ
を
支
持
ず
る
に
足
ら
ざ
る
に
至
れ
り
。

'

然
れ
ど
も
愛
に
所
謂
人
口
.の
過
多
は
.固
ょ
り
相
龀
的
.の
も
'の
た
る
ぞ
認
め
ざ
る
.を
得
+
。
蓋
し
土
地
の
不
足
は
多
く
人
爲
的
な
り
し
が 

..故
な
り
。
希
職
都
市
に
は
土
地
財
產
ヒ
有
せ
ざ
る
多
數
の
人
民
存
し
た
る
が
、
'斯
く
.の
如
き
は
其
の
土
地
制
度
に
出
.つ
て
生
じ
た
る
も 

の
な
^'
.
?土
地
が
集
合
的
に
氏
族
に
®：
し
，た
る
間
は
、之
れ
に
屬
す
谷
乙
と
.尨
き
か
、若
し
く
は
弗
の
外
に
去
れ
る
者
は
荒
蕪
地
.を
^

 ̂

'す
る
か
、
若
し
く
は
盜
膚
^
は
海
賊
の
業
に
.從
事
ず
.る
の
外
？
.他
に
何
等
の
方
：法
を
も
有
ず
る
，こ
と
な
か
り
し
な
り
。
父
權
的
組
織
崩 

.潰
の
後
1
大
.肋
產
は
分
割
せ
ら
れ
た
る
も
、
而
も
猶
ぼ
土
地
所
有
は
.
>
,大
家
棒
に
屬
せ
ざ
る
か
、
.又
は
.荒
蕪
地
の
開
.
に
參
加
せ
.る
者

ン
：9
ク
ド
ス
の
大
エ
事
に
就
*
て
の
»1
;
會
|
1濟
史
的
考
察
- 

:
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c
i
I
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事
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就
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て
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社

會

經

贬

史

的

：
考

篆

パ
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ニ
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(

ニ

^;
八)

ひ
子
孫
に
ま

ざ

る

者
に
對
し

て
は
禁
1
.せ
ら
^ .

たb
:
o

而
し
て
死
亡
.か
■際
に
.於
け
る
財
霞Q

分
割
は
.自
己
を
支
持
す
る

こ

'
と能
は
ざ
る 

土
地
所
有
者
の
階
級
を
生
じ
た
り
。
斯

く

て
苟
も
ょ
り
安
易
な
る
生
活
を
送
げ
得
る
.の
見
込
れ
ら
ば
、

之
れ
を」

求
め
ん
と
す
る

胃
險
考 

及
び
浮
歡
の
徒
は
海
を
越
ぇ
て

豐
沃
.な

る

土
地
の
小

^ ：
を
か
有
す
る
か
、
又
比
縱
令
ひ
如
何
.な
^;
方
法
に
て
も
財
産
を
形
成
す
る
の 

機
會
ぁ
ら
ば
、
必
ず
之
れ
に
乘
ぜ
ん
と
せ
り
°-「

仕
事
.と
曆
日」

の
詩
^:
,
へ
シ
オ
ドK

の
■父
デ—

オ
ス(

f
e
s
o

)

は
^;
服
細
風
な
る
.ミ
シ 

ア
のH

オ
リ
ス
に
於
け
る
キ
メ
，に
移
住
せ
る
.口
タ
リ
ス
人
の
裔
な
る
が
、
此
の
地
に
於
5
て
自
己
を
給
養
す
る
に
足
る
土
% ;
を
有
ず
る 

こ
と
な
か
り
し
が
爲
办
、
典
の
身
を
扁
舟
に
託
し
て
母
國
に
歸
り
、
さ
.、
や
か
な
る
事
業
を
營
み
し
が
、
遂
に
其
の
附
£

な

る

「

冬
い 

た
ま
し
く
、

夏
は
み
匕
め
に
、’
曾

つ

て

快

き

こ

と

な

き

」

寒

村

：、

.

.
へ

リ

コ

！

ン
山
の
北
侧
な
.
る
ボ
イ
オ
チ
ア
の
T 1
ス
タ
ラ
に
移
住
し
、 

疥
土
の
上
に
勞
働
を
續
け
た
り
0( 「

前
史」

四
三
.頁
參
照)

0'
'
.
' 

' 

. 

.
• 

v

都
職
人
ヵ
^-
に
海
外
に
求
ぬ
た
^
?)
-
の
ぼ
耕
作
す
可
き
土
池
.の
小
片
に
し
て
、.
彼
れ
等
を
促
し
て
植
民
を
行
は
し
め
た
る
、王
要
の
.11 

機

は

實

に

土

壊

に

對

す

る

愛

愁
‘の

念

な

り

き

,0
# '
冁
の
植
民
市
は
母
國
の
，都

市

を

模

せ

る

農

業

的

社

會

に

し

て

、
移
住
民

の
大

部
分
は 

其
の
鄕
土
に
在
つ
て
土
地
を
求
め
セ
絕
呌
し
づ
く
ぁ
り
し
耕
地
な
き
耕
作
者
に
し
で
、
古
き
：農
業
上
の
傅
說
を
携
へ
て
移
住
せ
る
#
な

り^
A
l
f
r
e
d
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i
m
m
'
e
m
'
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)

。.洵
に
希
臘
の
植
民
は
斯
く
の
如
く
顯
著.な
る
農
地
的
性
質
を
有
せ
り•と

零

、
而
も
田
圃
の
取
得
は:it(

の
唯
一
の
島
.に
非 

ず
又
農
民
は
#-
.
-の
唯
1
0辟
路
者
に
も
非
ざ
り
し
な
りo
.確
か
に
原
則
と
レ
で
は
ゝ
其
の
主
た
る
因
的
は
土
地
を
獲
得
ず
る
^
-̂

し
、 

H

業
上
及
び
.商
業
卜
：の.繁
榮
と
都
市
的
活
動
と.は
、
#
作
め
獷
張
.が
土
着
民
の
反
坑
の
：爲
め
：に
內
地
に
，於

い

で

亭

止

せ

ら

乜

、p

レ
て

事

情

が

特

妄

け

I

業
I

利
l

i

れ
I

I

じ
た
f

 

o

f。
然
れ
|

、
吾
人
は
希
臘
人
！

靡

|

追

求
に
虬
り
：て
一
宛
數
の
場
所
に
導
か
れ
た
る
'の
事
實
を
も
亦
認
め
ざ
る
を
得
ず
p
Q
i
o
t
z
, 

op. 

c
i
r
s
. 

S
.
-
0
0
0
0

實
に
希
職
の
植

段
市
は
其
の
起
源
に
於
い
て
必
ず
し
も
同一

様
に
非
ざ
る
な
り
。

.

.
 

:

'

. 

. 

:
 

: 

*

，商
業
上
^:
要
の
地
位
を
獲
得
す
る
に
至
り
た
る
*
初
の
#
臘
都
市
は
小
盥
細
西
の
ミ
レ
ー
ト
ス
な
り
し
が
如
し
o
强
大
な
る
リ
ュ
デ

- 

• 

•
• 

■ 

.

ィ
；ア

;3
£
11
|
、
，而
.し
.て
次
其
(0
^

^
そ
紀
元
鮮
五
‘百
1
1
1
十
年
よ
彳
同
兰
百
1
1
1
十
平
に
.亙
り
て
は
大
波
斯
带
國
が
內
地
に
侵
.入
ず
る
こ
と
'を

妨
齊
せ
，る
が
故
に
、
希
職
人
は
犁
吃
小
距
細
迎
の
：沿
岸
を
沾
有
せ
，る
に
缠
本
ず
。
#
れ
等
の
小
島
：

g

並
び
■に
谿
谷
：が
養
ふ
こ
と
を
得
ざ
，

• 

. 

- 

. 

.

.

.

.

.

. 

•

る
^
至
り
：.た
る
人
ロ
：の
傭
加
亦
彼
れ
等
を
驅
り
：て
脑
民
を
行
ふ
に
至
.ら
し
：め
た
る
時
、
；彼
れ
筹
は
牴
.抗
の
最
も
尠
き
方
向
.
'に
沿
ひ
：て
北 

方
港
し
く
は
瓯
方
に
|
^
:せ
';
!
>
0ミ
レ
ー
ト
.ス
：は
#
く
旣
1

梵
七
有
苹
の
交
'に
於
い
^
わ
火
海
港
市
と
し
^
存
し
、
：專
ら
黑
海
沿
岸 

に
:#
數
の
植
段
地
を
雜
設
：せ
り
。同
沛
の
領
域
'は
羊
群
に
富
み
、興
の
_
.澤
な
る
羊
毛
:(
0

.給
は
同
市
$
し
て
チ
，ュ
«
ス
と
拮
抗
す
るこ

：. 

と

.-I
:

#米
し
め
、
：共
の
.宅

織

物

類

即

ち

I

I
に
よ
り
て
特
に
有
名
：と
爲
れ
り
o
'而
し
セ
ミ
レ
ー
ト
，ス
の
商
人
は
銳
：意
適
物 

の
場
給
！
^

に
'努

め

、
：
：
是

办

に

：出

：

^
て
更
ら
：に
土
.
を
發
達
せ
：し
め
た
り
0:
初

め

--
-へ
時
的
ぬ
市
が
梅
邊
ヒ
開
催
，せ
も
れ
、
海
岸
の
諸
地 

點
が
條
約
^
よe

て
ft
民
よ
$

^

<せ
ら
れ
、」

倉
庫
を
荷
す
る
常
設
、の
諸
市
場
が
設
立
淹
ら
れ
、
..
而
1
て
諸
商
館
は
其
の
代
理
人
を
舞

. 

/
 
H
 

*
 
.
 

.
 

•

-

こ-
*
.
,
, 

V- 

. 

. 

: 

• 

, 

- 

■ ... 

- 

• 

.

.
/
. 

- 

• 

. 

•
•
•
•
:
*
•
* 

•

れ
等
の
諸
帘
場
內
.：に
遛
き
、肩

れ

等

,0
代
理
认
拟
貨
物
め
陸
揚
げ
及
び
賣
捌
き
：を
指
輝
：し
、
而
4
て
冬
姻
：に
於
け
る
鑛
停

[1
:
期
即
に
於
：
 

い
.て
：す
ち
猶
ほ
海
外
に
血
ま
れ
り
:°
斯
ぐ
.の
；如
き
裼
所
の
'中
に
は
：其
の
後
後
に
至
ヵ
て
廢
棄
せ
：ら
：れ
た
る
も
の
ぁ
り
し
も
、
商
業
上
の
利 

::

益
大
な
务
か
、
；_

し
く
は
氣
候
及
び
水
.の
優
良
な
名
地
位
把
在
り
し
も
の
は
維
持
擴
張
せ
ら
れ
、最
後
に
、
商
ロ
叫
の
锻
場
ぼ
發
瘗
.し
セ
--
:

. 
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t
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1

0

,

!

0

^

a 

1

.

;

^

训̂
，七
百
4
1ー
十
三
; ^
、
コ
，.リ
ン
>
ス
人
及
.び
他
の
ド
リ
ス
A
の
一
植
民
地
に
ょ
り
て
シ
キ
”
ァ
の
シ
：

1

ラ
ク
ー
ザ
に
植
民
地
が
建
設 

^
ら
れ
た
る
こ
と
は
又
ぃ
痛
職
の
西
漸
史
エ
に
於
け
る
最
も
筮
大
迕
.る
初
期
の
，一.事
件
た〗

る
を
失
は
ず
。
又
羅
馬
時
代
及
び
其
の
後
を 

通
上
‘て
依
-^
と
し
卞
蜇
耍
の
地
位
を
識
持
し
た
る
通
商
の
輕
營
奔
及
び
橄
民
地
の
建
設
者
と
し
て
は
ロ
ー
ド
ス
を 

•
.洵
卞
入
ロ
.の
增
,
は
希
職
人
を
扣
て
植
民
を
行
ふ
の
巳
む
な
き
に
至
ら
七
め
、
植
民
地
は
其
の
母
市
と
交
凝
を
營
み
、
母
れ
に
曲
つ 

て
太
、
.母
怖
め
土
業
を
發
達
せ
し
む
る
を
#
た
り
0
而
し
て
楚
机
等
手
土
葉
の
堅
實
な
る
發
達
と
其
の
產
物
を
以
つ
て
す
る
外
國
貿
易 

.

.の
%
)1
3
と
；は
#
;^
植
民
を
.停
'|
1
せ
し
め
た
り
。
.希
職
の
；農
業
が
支
符
し
傅
^
る
人
口
は
今
や
必
需
品
及
び
原
料
品
と
交
換
せ
ら
る
可
き 

滴
：ロg

を
.坐
，產
す
る
に
-1
1
1り
て
：，國
內
に
於
い
て
生
計
を
獲
得
し
興
る
に
至
れ
り
。
這
般
の
.外
國
貿
易
は
其
れ
，：：nlt
多
く
の
人
手
を
使
用
す 

.

"る
.も
■の
な
る
がr

而
も
猶
ほ
人
口
.
.の.，過
剩
；存
せ
り
と
せ
ば
、
之
れ
を
來
方
諸
國
の
君
主
若
し
く
は
國
王
に
®

ハ
と
し
て
貸
し
/I1
，す
可
き 

..
#
x 
の
機
#

#
せ
り
。

(Melvin 

M
.

 

Knight, 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

History of 

E
u
r
o
p
e

 

to the 

E
n
d

 

of 

the 

M
d
d
l
e

 

Ages, 

1926,

I

)

？

：
.

s

雅
典
.

Q.

立
法
者
ソ
ロ
ー
ン
は
夙
.に
雅
，典
に
商
工
業
を
發
達
せ
し
め
、
此
處
に
移
民
を
吸
收
せ
ん
と
す
る
に
銳
意
な
り
きC 

(
p
i
l
a
r
-

 

c
r Solon, 

2
_2
/ 2

4
0
P

 (「

前
史」

五|

一
一
頁
參
照)

。
岳
に
於S.

て
.乎
、
彼
れ
は
穀
物
の
輸
出
を
禁
±
す
る
の
策
を
執
り
、
以
つ
て
獨
り

骓
典
人
を
し
て
ア
ッ
チ
カ
に
於
い
て
生
產
せ
ら
れ
た
る
穀
物
を
購
八
す
る
を
得
せ
し
め
ん
と
せ
り
。
穀
物
輸
出
に
對
し
て
加
へ
ら
れ
た

i 

. 

. 

•
. 

: 

• 

' 

- 

: 
• 

，
..

る
拘
來
は
雅
典
市
場
に
於
け
る
興
鄕
產
穀
物
の
競
爭
と
相
挨
つ
て
迪
し
く
農
業
上
の
利
益
を
害
せ
ざ
る
を
得
ず
。

農
業
の
經
營
は
自
給
自
兄
の
域
を
)^
し
て
販
寶
を
1=
1
的
と
す
る
に
歪
れ
り
。
货
幣
經
濟
は
囪
然
經
濟
に
代
れ
り
。
小
農
风
は
彼
れ
を 

し
て
典
の
.業
務
を
續
行
す
る
を
得
せ
し
む
る
が
爲
め
に
、
前
以
，つ
て
貨
幣
5:
借
入
れ
、
而
し
て
北
ハ
の
產
物
を
市
場
に
致
し
て
一
宛
の
愤

洛
を
以
つ
て
之
れ
を
販
寶
せ
ざ
る
^
傅
ず
。
彼
れ
等
は
地
代
若
し
く
は
'
a稅
、
又
は
利
子
の
支
拂
ひ
に
實
物
を
以
つ
て
せ
ず
し
て
、
货

- 

.

•
 

• 

.

.

.

.

幣
を
以
つ
て
せ
ざ
る
可
ら
ず
と
せ
ば
、
多
大
の
困
難
に
遭
遇
せ
ざ
る
を
得
ず
。
ソa

丨
ン
時
代
の
骓
典
に
於
い
て
は
、
地
代
は
或
る
範 

圍
ま
ヤ
.實
物
を
以
？

支
拂
は
れ
、
而
し
て
I

が
#

H

想
像
す
可
I

s

l

f
、
霞

な

る

小

費

i

备
裕
な

る
土
.地
所
有
階
級
に
偶
發
的
按
助
を
受
け
ざ
る
を
得
ず
。
而
し
て
後
渚
は
侦
務
客
の
土
地
を
檐
保
と
し
て
銀
を
前
貸
せ
り
。
而
し
て
彼

,
. 

.

.

.

.

. 

• 

-

'

.

.

, 

, 

. 

' 

> 
.ォ. 

. 

. 

« 

- 

'
'
-
'
.

れ
等
は
凶
牛
に
際
し
、
小
農
垃
の
韵
狀
に
乘
じ
て
、
之
れ
を
搾
取
し
て
餘
す
所
な
か
り
き
。

：

.
紀
元
前
艽
.百
九
十
四
苹
を
以
つ
て
執
政
官Q
g

l)

に
)1

砠
せ
ら
れ
た
る
ソ
ロ
ー
ン
は
先
づ
笫
一
に
は
一
宛
の
一
時
的
弊
害
を
除 

去
せ
ん
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
る

「

改
正
者」

?
0
^
£及
0

に
し
て
、
又
、
强
弱
兩
對
立
階
級
問
の

「

調
停
容」(

泛
良
^

3
才)

な
り
0 

.而
し
て
.彼
れ
は
第
二
に
は
、
富
を
以
つ
て
家
系
に
代
へ
て
參
政
權
の
栽
礎
た
ら
し
め
た
る
立
法
者

(

§
\
0
^
^
0

な
り
。

へ
彼
.れ
に
ょ
.つ
セ
解
決
を
與
へ
ら
れ
た
る
農
業
土
の
問
題
は
、
ア
ッ
チ
カ
の
如
き
固
i
純
然
た
る
農
業
生
满
に
適
す
る
こ
と
極
め
て
少 

.な

...
き
；國
土
に
.於

い

，
て

惡..作
州
を
爲
せ
る
分
益
借
地
法
の
弊
害
忆
其
め
顧
を
發
せ
る
も
の
、
如
し
。
紀
元
前
一
千
0
六
十
八
牢
に
於
け
る 

ぺ
骓
典
最
後
の
王
：1
1ド
ロ
ス
，C

S令
02>
の
犧
胜
的
死
ょ
り
、
ソ
ロ
ー
ン
め
改
啤
に
至
る
ま
ヤ
ノ
^
ら
ゅ
る
權
カ
は
ェ
^

ハ
ト
リ
ダ
ェ 

.

.

.•<
ダ
■.ク
：レ
'ス：«>
太

'3
:
.事
^

き̂
：て
み 

.

.

；.
|

^

.
c
:
.
r
o

r:



ベ

4

ク

レ

ス

©

犬

0:
事

：に

葸

^

て

;0
撤
%

顧

濟

與

的

^

察 

I

s
 

C

H
5

5
 

S
震

％

3
’
と
耀
す
る
少
數
特
權
階
級
ゆ
序
中-^
存
せ
り
。.
，王
は
屢
々
庶
民
階
級
を̂|
き
上
げ
、
.，諸
氏
族
を
微
弱
な
ら
し
め
ん
と 

せ
る
が
：爲
必
'把
、
：：玉
政
：は
破
壞
せ
ら
れ
龙
る:̂
リ
0( 「

前
史」

'五
--
，
5

.ト

-1
;
.
.
ダ
エ
'の
.道
紀
に
非
ざ
7

1

は̂
，へ
ラ
タ
ノ
ェ
.' 

(

7
r
e;K
r
c
:
o
/

若
し
く
は
.エ
'ク
チ
^
レ
才
エ
.
.
.^i

J
f
x
b
p
i
o
t

 
ノ

に

ょ

つ

て.^
有

せ

ら

れ

太
り
。
娘

れ

舞

は

被
蔵
民
に
も
、
'
亦

隸

農

に

も

非

ざ

る

弛

，位

に

#
し
、
其
の
領
主
に
對
す
る
從

馬
は
彼
れ
等
が
其
の
農
場
產
物
の
六
分 

一
：

(

或
ひ
，は
日
く
六
分
五
と〕
を
彼
れ
'に
支
拂
ふ
の
事
實
に
ょ
，り
て
表
示
せ
ら
る
、
借
地
人
.な
0

C
其
の
1
の
：點
エ
於c

て

は

、

彼

气
 

_
は

自
戍
.に
し「

て

、

其
の
借
り
受
け
た
る
土
地
は
、
氏
族
の
外
に
在
つ
て
は
讓
渡
不
可
能
な
り
し
も
、
氏

族

的

に

於

い

て

は

等

襲

し

 ̂

可
き
'も
の
な
り
。
然
れ
ど
も
、
前
述
の
如
く
凶
作
に
際
し
て
彼
れ
等
は
其
の
領
主
の
堂
中
に
委
せ
ら
れ
、
.，偾
務
を
葉
す
る
抵
當
權
德 

柱

:Q
P
O
O

は
借
地
農
場
の
到
る
所
文
打
ち
立
て
ら
れ
、
而

し
て
彼
れ
■等
.は
又
其
の
人
格
を
鯈
保
と
し
て
.借
財
を
行
ひ
、
遂
に
は
^
肇 

の
"境
涯
に
沈
み
、
.
浩

し
く
は
國
外
に
賣
却
せ
ら
れ
た
り
o (solcn. 

Frag. 

3
2

し
。

一：

執
政
官
は
其
の
就
任
に
際
し
彼
れ
が
其
の
統
治
間
現
#
の
財
產
權
を
保
證
す
可
き
こ

と

を

宣

言

す

る

の

慣

ひ

な
り
し
が

、

ソ

ロ

ー 

ン
は
之
ォ
に

-ft
へ
て
紅
た
な
る
布
^
を

1?
し
國
象
の
病
弊
を
癒
治
せ
ん
と
す
る
^
を

聲

明

せ

り

。

彼
れ
は
あ

ら

ゆ

る

現
^
十
i

-!
f
r
i
l 

著

效

な

ら

七
め
た
り
。
彼
れ
は
自
ら
歌
つ
て

日

く「『

時
1
の
法
廷
に
於
け
る
余
の
最
应
の
證
人
は
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス
の
神
々
の
備
大
i
 

る
俾
な
る
黑
き『

火
地』

.典
の
人
な
0
き

、
蓋

.し
余

は

到

る

處

に

彼

の

女

を

貫

け

る

境

檩

の

多

數

を

引

き

拔

け

る

が

故

な

り

0
長

苹

0 

拘
策
の
後
^

彼
の
女
は
放
た
れ
た
り」

と
。(

S
o
l
o
n
,

 

F
r
a
g
.

 

2
4
'〕

。

3

則
史」
ニ
ニ 

O

I一
 

豪

照

}。'
加
之
、
彼
れ
は
倩
務
の
爲 

沁
'に
取
隸
た

ら

し

め

ら

れ

た

る
總
べ
て

の
人
々
に
自
*

S

を
與
へ
、
又
總
ベ
て
の
形
態
に
於
け
る

人
格
的
服
從

を

1
起
せ
る
ニ

切
の
傲
務

の

解

除
a
%
c
v 

6
j
z
q
k
q

立

ノ

を

爲

，せ

り

と

推

定

せ

ら

.る
可
き
理
曲
を
有
す
。
彼
れ
は
向
後
、
貸
#-
に
對
す
る
保
證
と
し
て
偾
務
#
 

の
人
格
を
受
領
す
る
を
以
つ
て
不
法
な
り
と
宣
言
せ
り
。
''
斯
く
て
ア
ッ
チ
ヵ
內
に
於
け
る
總
ベ
て
の
僙
務
奴
隸
若
し
く
は
债
務
錢
農
I 

I
ソ£

丨
シ
の
歌
詞
を
以
つ
て
す
れ
ば
、「

奴
隸
の
凌
辱
を
受
け
、
其
の
主
人
の
專
恣
の
下
に
畏
縮
せ
る」

客
は
党
全
な
る
自
由
を
取
得 

せ
り
。
而
し
て
國
外
に
奴
隸
と
し
て
賣
ら
れ
た
る
若
も
亦
、
.雅
典
の
國
庫
に
よ
り
、
又
は
私
人
P
仁
慈
に
よ
り
、
若
し
く
は
又
彼
れ
笠 

を
寶
れ
る
倩
權
#-
に
對
す
る
强
制
に
よ
り
、
賠
償
せ
ら
れ
て「

彼
れ
等
の
：祖
國
、
神
，
0建
設
せ
る
雅
典
に
-1
.
復
_
せ
し
め
ら
れ
た
り
。 

(ibidoo 

' 

, 

•

鉻
れ
ど
も
、
爾
後
の
歷
史
に
徵
し
て
>
農
業
階
級
が
、
是
れ
に
凼
り
て
永
久
的
に
救
濟
せ
ら
る
\
を
得
ざ
り
し
こ
と
は
極
め
て
明
か 

な
り
。
吾
人
は
、
小
農
民
.が
ソ
ロ
ー
ン
の「

偾
務
解
除
令」

；の
爲
め
に
> 
擔
保
を
供
.し
得
る
能
.九
-暦
弱
少
と
爲
り
"
是
れ
が
爲
め
に

從
前
よ
れ
も
、
却
づ
て
高
率
の
利
子
を
突
拂
は
ざ
る
を
得
ざ
る
に
至
れ
る
も
の
と
看
做
さ
^
る
を
得
ず
。
ア
ン
.ド
口
チ
'オ
ン
等
に
據
れ

. 

' 

'

ば
、
'彼
れ
の

「

傲
務
解
除
令」

は
利
率
の
促
減
を
も
.含
む
も
の
と
稱
せ
ら

る

、
も
、(pl

s.tarch.

'-.solon,.

.15
，)
、

而

も

此

の

街

令

は

毫
 

も
利
率
に
關
す
る
制
限
を
設
く
•る
と
と
な
か
り
し
が
如
し
。(

T
h
e
o
d
o
r

 

M
o
m
m
s
e
n
,

 

R

ormische 

Geschichte, 
 ̂

9
.
A
U
P
,

 

1
9
0
4
,

s. 

2
8
1
0
0

 

(
「

前
史」

一
三
.一
頁)

。
ソ
ロ
.丨
ン
は
又
、
其
の
幣
政
改
革
に
よ
り
て
、
1 1

量
.の
銀
貨
を
以
つ
て
借
入
れ
た
る
考
の
债
務
を

1
- 

.
 

.
 

,
 

.
 

'

之
れ
と
同
數
の
輕
量
新
貨
の
支
拂
に
'よ
り
て
免
れ
し
め
ん
こ
と
を
意
圖
：せ
り
と
稱
せ
ら
れ
た
り
'と
雖
も
、
而
も
斯
く
め
如
き
論
斷
は
幾 

許
な
ら
ず
し
て
ア
リ
.ス
ト
テ
V

I

Xの
排
斥
す
る
所
と
爲
れ
り
？( 「

前
史」

一
〇
艽
丨
六
頁
參
照)

o
.ソ
ロ
1
ン
の
立
法
よ
り
生
じ
た
石 

直
齋
の
效
粜
は
，一

定
の
金
持
を
し
.て
廣
大
.な
を
地
：所
を
_
入
す
る
の
機
會
を
得
せ
し
め
た
る
に
存
せ
技
o'.斯
く
て
ソ
ロ
ー
ン
は
故
意 

へ
丨
ク
レ
ス
の
‘大
エ
取
軋
饿
き
て
の
鼪
會
經
濟
史
的
考
察 

.1
.
1
1
.
(
1

二o

三)



<

9グ
レ
ス
の
大
亡
歌
に
就
^ -
-て
の
.肚
會
經
濟
^ -
-时
枣
絡
：

バ 

ニ
ニ 

c
r
l
d
s
n

 

に
貴
族
中
に
於
け
る
共
の
友
人
の
利
益
を
描
來
す
可
く
行
動
.せ
る
も
の
に
し
て
、
彼
化
の
三
友
人
は
經
洗
的
混
亂
に
乘
じ
て
金
を
借
入 

れ
而
じ
て
抵
當
植Q

下
に
lui
か
れ
た
る
地
所
を
俄
廉
な
る
値
段
を
以
つ
て
質
ひ
占
め
た
t
と
.緋
誘
せ
ら
れ
、
而
.し
て
ソ
P
丨
ン
自
身 

を
も
亦
往
々
之
れ
が
連
累
な
り
と
看
做
せ
る
激
あ
り
し
と
雖
も
、
.而
も
彼
れ
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
に
ょ
づ
て
典
の
资
天
甴
^
を
立

 ̂

せ
ら
れ
た
り
。(Aristoteles, 

Ath. 

POL; 

6 ; 

ploutarch., 

Pi-aecepta 

gerendae 

R
e
i
p
u
b
H
c
a
e
,

oo
o
7f'〕

o

然
れ
ど
?>
:
、要
す
る
に
彼
れ
の
改
革
の
結
艰
ど
し
て
、
ア
ッ
チ
カ
に
は
富
諸
の
地
所
を
耕
作
せ
る
借
金
忙
隸
若
し
く
は
隸
農
に
代
へ
て
*- 

手
工
業
に
依
る
'か
、
若
し
く
は
農
業
k
の
勞
働
者
と
し
て
勞
作
す
る
か
の
何
れ
か
に
依
り
て
生
計
を
獲
得
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
土
地
を
失 

へ
る
多
膨
の
入
^
を
殘
ず
に
至
れ
り
と
稱
せ
ざ
る
を
#
ず
。
斯
く
て
ソ
ロ
i

ン
の
經
濟
的
改
革
は
即
時
に
太
平
滿
悅
の
時
代
を
生
ぜ
し 

む
る
こ
と
な
く
し
て
.、
却
つ
て
將
來
の
不
滿
爭
闘
の
種
を
殘
せ

b
o

ア
ッ
チ
カ
の
；農
業
的
繁
滎
を
來
さ
し
め
た
る
小
農
民
階
轶
の
設
宠 

を
完
成
す
る
の
業
は
次
ぎ
の
世
代
に
保
留
ぜ
ら
れ
だ
り
。 

• 

.
,

•,
•

ソ
ロ
ー
ン
は
雅
典
を
鸹
き
て
エ
業
と
海
外
質
易
と
に
旳
は
し
め
、
之
れ
に
與
ふ
る
に
ー
曆
便
利
な
る
新
貨
を
以
つ
て
し
.
-雅
典
の
度 

箭
衡
制
敗
.の
悲
を
開
き
、
而
し
て
農
民
を
し
て
小
麥
ょ
り
橄
揽
へ
、
即
ち
換
言
す
れ
ば
.、
共
の
土
地
に
不
適
當
な
る
產
物
上
り
最
も
能 

く
之
れ
に
適
.せ
る
齑
物
ぺ
轉
向
ぜ
し
め
た
り
。
彼
れ
は
橄
欖
汕
以
外
の
田
園
產
物
の
輸
出
を
熱
.|
|
:せ
0
0へ
斯
く
て
其
の
所
荷
地
上
に
於 

け
る
奴
隸
を
钽
含
す
る
地
.主
の
家
訐
の
爲
め
に
必
耍
な
る
限
り
の
外
は
、
殼
物
办
產
出
は
阻
害
ぜ
ら
れ
、
從
つ
て
又
、
'雅
典
の
市
場
ば 

國
外
ょ
り
輸
入
せ
ら
れ
た
る
穀
物
の
供
給
に
依
賴
す
る
に
至
ら
し
め
ら
れ
た
る
も
の
、
如
し
o
’彼
れ
は
何
等
の
職
業
，

V

も
有
せ
ざ
る
#' 

忙
罰
金
を
科
し
、
其
の
‘子
に
一
定
の
.職
を
敎
へ
ざ
り
し
親
は
老
後
扶
養
せ
ら

る

、

の
權
利
な
き
も
の
と

規
觉
し
、

而
し
て
.職
を
有
す
る

I

I

I
れ
に
よ
り
て
自
出
に
雅
典
に
定
住
.し
て
、
I

に
其
の
職
に
I

し
、
而
し
て
.I

に
市
誉
爲
る
こ
と
を
得
せ
し
め 

ら

れ

だ

り

と

傅

へ

l

o

l

f

c

h

.

,
 

op. 

c
i
r

 

22, 

2
4
0
。

ソ

.
口

1

ン
は
又
嫡
出
I

る
場
合
に
は
、.
彼
れ
等
は
其
の
父
の
財
產
に 

對
じ
■'て
動
か
し
雛
き
權
利
を
有
しV

而
し
て
彼
れ
等
に
し
て
姉
妹
を
有
す
る
場
合
に
は
嫁
f

與
ふ
る
の
義
務
を
認
む
I

 

_

(

の
子
f

 
■

響

を

以

っ

て
.

S
Q

财

窘

讓

す

る

■

慕

め

•
其Q

欲
す
る
が
t

旨

由
h

M

Q

F有
物
を
處
分
し 

I

g

刺
激
を
興
へ
：て
、彼
れ
を
し
て
勞
作
し
、.交
易
し
、
航
海
し
、
' 而
し
て
其
の
財
産
と
響
と

I

大
す
る
こ
と
を
得
せ
し
め
た 

り
。
然
れ
ど
も
、i

_
の
造
贈
は
遺
言
書
に
I

養
子
の
形
式
を
取
'る
こ
^

た
.
1

合
に
は
、
警
狀
ほ
死
後
に
於
け
1

子
緣
組
の
形
式
と
看
做
さ
る
、
を
得
可
し
。
斯
く
の
如
き
養
子
が
猶
ほ
財
産
を
其
の
家 

族
內
に
保
持
す
る
の
ニ
形
式
と
觀
ら
れ
得
I

は
、
ソ
ロ
丨
ン
.が
彼
れ
1

政
官
就
任
以
前
.湯
子
繳
組
せ
ら
れ
た
I

I

蛊

贈
 

ひ
權
利
よ
り
排
除
せ
か
の
事
實
よ
り
し
て
推
知
す
る
を
得
可
し
。
蓋
し
.是
れ
等
’の
人
々
は
特
殊
家
.
^
^
-
に
財
^
-
-
を
き
ぁ
す
7
が
L
め
-
^
- 

養
子
‘せ
ら
れ
た
る
t
の
に
し
て
丨
斯
ぐ
5

、
單
■に
一
'生
_
の
間
寒
之
れ
吃
利
害
關
係
場
す
る
も
の
と
看
做
さ
れ
得
可
き
が
故
な 

りO 

f

る
に
此
の
f

於
い
て
：ソ
ロ
丨
：.ン
の
'立
法
は
家
族
の
要
求
と
個
人
の
權
利
と
d

雨
考
を
I

せ
る
の
結
f

出
で
し
も
の 

と
稱
ず
I

得
可
し
。
而
し
て
ソ
ロ
1
ン
i

の
襲
に
よ
っ
て
王
權
の
f

以
後
、
政
權
を
獨
お
し
、
眞

广

i

p

3

及
び
技 

ら

(

，务
々
0'
*
ぞ
^

-

£

.り

區

別

せ

^

れ

た

ざ

0,
'
ゥ

-
ト
1
ダ
，エ
0
特
權
を
歐

-|
1
1
;
し
、
恒
產
#

歐
治
«0
;
菽

1

鸢

OJ
 

一
 r

—

照
.

)

ぐ

..

く

,

.

ノ 

..

ベ
1|
'
'
'
ク「

レ‘ス
の
^
で
事
に
就
き
て
の
社
會
經
濟
卸

_
_

 

ニ
三
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'
;

(
1

ニ
o
五)



、ペ
リ
ク

'レ
ネ
の
大
エ
取

.に
就
き
て
の
：
社

裏

澈

免

盼

考

察

 

二 f
 

.

(

一
'

雅

典
I

る

雲

族
I

倉

議

係

證

と

は

ソ

_

 i

f

平

和
i

l

l

は

餘

^

姿

|

舻
く
；の
如
|

_

|
果
は
自
か
ら
偺
主
政
治
を
導
か
ざ

i
f

舊
g

貴
族
な
る
ダ
マ
シ
ア
ス(

t
f

) 
I

主

た〗

ん
l

l

l

、
l

.

i

i
參

、
.小

薦

^

^

ブ

傳

說

は

ソ

.戶
1 

yの
執
政
官
寡
代
ょ
力
ペ
イ
.シ

ス

ト

：
ラ

ト

ス

，

.警

I

葛

)

の
傲
主
政
治
に
至
る
間
に
於
い
て
-'雅
典
に 

於
い
I

三
|

丨

即

ち

平

擬

、
海
岸
薆
び
高
地
1

1

:

1し
た
I

I

物
語
f

,(
「

前
史」

五
.餐

)

、
.而
も
S

 

先
つ
i
立
せ
る
も
の
•は

.平
原
、
海
岸
の
麗
な
り
。
.平
塵
に
屬
ず
る
：人
々
は
貴
族
及
び
裕j

f
l

徵
民
に
し
て
、
.彼
4

は
ア
ッ 

チ
カ
に
於
I

最

良

，
の
：土

地

を

保

有

し

、
逵

及

び

土

：
地

Q

力
I

ほ
改
I

ょ
り
て
S

ら
れ
f

し
時
代
を
囘
想
し
て
袁
惜
の 

'念
S

へ
ざ
I

の
な
り
。
.
.之
れ
に
翌
す
る
'

I
は
I

I

水
夫
並
び
5

^

ア
ッ
チ
カ
の
：塵

盤

達

、
I

以

外

霞

存

f

是
れ
|

|

,外
、
尙
ほ
首
領
を
I

f

.

ア
.，
ッ

チ

，
力

の

：

5

?

ま
 

ぎ

奚

業

上

の

證

に

も

、
I

」

■
の

塵

上

羅

I

ハ
に
與
i

s

f

し
ア
ッ
チ
カ
I

「

高
地
.

」

H

.竞

な

り

。
此
處
に
は
牧
人
i

小
農
f

小
作
人—

ソ
ロ
.
1シ
が
®

を
與
へ
I

管

^

彼

れ

等

は

實
ヘ
イ
シX

ト
ラ
ト

ズ

妄
5 

要
f

唐

す
f

善

を

雷

す

。
商
し
て
：ぺ
.イ
シ
ろ
ト
.ラ
ス
ト
ス
は

是
れ
s

f

 

f
崖

書

達

成

す

可

拿

段

i

l

も
，
f

彼

れ

暴

I

等
I

鬆

I

I

i

f

展
f

る
、i

:
て
I

に
し
て
I

I

を
.示
し
f

塵

の

如

く

、
ミ

^

.最
良
地
P
太
部
分
は
砹
も
甯
格
な
る
貴
族
の
手
中
に
殘
仿
し
、
多
數
の
雅
典
人
ば
勞
働
者
と
し
て
働
く
か
、
若
し
く
は
ア
ッ
チ
力
の
惡 

地
上
に
貧
し
き
坐
活
を
送
石
の
.巳
む
.な
き
に
至
れ
り
。
土
地
の
，大
部
分
を
保
有
せ
■る
富
裕
な
る
貴
族
.は
。へ.ィ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
の
爲
め
に 

敗
ら
れ
、
其
の
多
く
は
或
ひ
は
.黯
れ
、
或
ひ
は
流
寓
す
る
に
至
れ
る
が
爲
め
に
ペ
ィ
シ
ス
ト
ラ
ト
ス
は
共
の
所
有
地
を
彼
れ
の
味
方
に 

報
酬
と
し
て
與
ふ
る
こ
と
を
得
し
な
り
。
斯
く
て
多
數
の
雅
典
人
は
小
農
場
に
定
怯
す
る
を
得
る
に
至
れ
り
。( 「

前
史」

ニ
三
ー
|
ニ 

M
參
照)

。
法
官
は
ア
ッ
チ
カ
を
巡
囘
し
諸
村
落
に
於
い
て
判
決
を
下
ず
が
爲
め
に
任
命
せ
ら
れ
て
、
地
方
の
小
農
民
階
級
の
便
^
に
應 

ず

る

こ

ど

、
爲

れ

り

P
.斯
く
て
得
ら
れ
た
る
政
府
安
定
の
徵
は
橄
欖
栽
培
の
普
及
に
現
れ
た
り
。
.蓋
し
橄
欖
の
如
く
、
.生
長
遲
々
た
る 

.樹
木
の
栽
培
は
平
和
時
の
所
產
た
る
が
故
な
り
.。
而
し
て
橄
攬
汕
及
び
葡
萄
酒
の
輸
出
%
⑽
に
連
れ
セ
陶
器
の
生
產
も
亦
^-
⑽
す
る
.に 

-

至
れ
り
0
而
し
て
僭
主
の
保
護
に
ょ

つ
て
藝
術
家
は
國
外
ょ
り
誘
致
せ
ら
れ
た
り
o(

T
h
e
;
.o
a
mo*
.
r
i
d
oq
e
,

Ancient 

History, 

V
o
l
.
I
V
.

 

.The ..Fersia.n. Empire:and...the ..west,

.

1926, ;pp, 

66-7
.〕。

斯
く
て
ブ
ッ
チ
力
.の人
口
は
增
加
の
勢
ひ
を
續
け
、
橄
橫
栽
培
の
.利
益
が
愈
々
大
な
る
を
.示
す
に
連
れ
.て
、
穀
物
耕
作
は
衰
微
せ
ざ 

る
を
得
ず
。
愛
に
：於
い
て
^
、
小
商
細
蓝
；の
最
北.東
な
'る
ポ
ント

ス
地
方
の
，收
權
は
骓
典
に
取
り
て
次
第
に
其
の
へ
重
要
性
を
增
加
す
る 

に
至
れ
レ
。
バ
ィ
シ
ス
.ト
ラ
ト
ス
.は
ボ
ン
ト
ス
に
到
る通
商
路
を
支
配
す
.る
の
一
事
が
如
何
に
雅
典
.に
取
り
て
®
大
な
る利
害
關
係
を 

荷
す
る
か
を
承
認
，せ
ざ
る
を
得
ざ
'り
き
。
ア
ッ

チ
カ
.極
南
の
.ス
1

ニ
 
'オ
シ
岬
は
其
の
下
を
.航
行
ず
る

船
を
保
護
ず
る
が
爲
.め
に
防 

禦
i
事
を
施
さ
れ
た
.り
。
- 

. 

'

穀
物
船
の
.航
路
を
防
護
す
る
の
ー
：
事

は

雅

典

入

の

.著
し
く
努
カ
'せ
る
所
に
し
て
、
：群
行
船
：隊
は
護
送
船
に
i
り
て
衛
酿
；せ
ら
れ
た

V

9ク
レ
ス
の
大
エ
事
に
就
き
'て
の
瓧
會
經
濟
史
的
考
察
. 

「

一

五

c
r
l
o
七〕



<

リ
ク
レ
ス
の
大
x -
事
に
就
ぎ
て
の
社
會
經
濟
史
的
考
察 

二
十
、

(I 

ニ 

0
、
ノ

り
C
同
國
は
固
よ
り
唯
一
の
衆
源
よ
り
穀
物
の
供
給
を
仰
げ
る
に
非
ず
'し
.て
、
そ
は
ポ
ン
ト
ス
、
ス
ラ
キ
ア
、
ス 

'リ
ア
、
埃
及
、
リ 

’フ
f

T及
び
シ
キ
リ
プ
よ
り
輸
入
せ
ら
れ
た
る
も
、
而
も
斯
く
0.
如
く
相
異
れ
る
幾
多
の
方
而
よ
り
來
る
船
舶
に
對
し
て
充
分
な
る
保 

^
を
^
メ
る
は
ジ
し
て
容
^
の
業
に
非
ざ
り
し
な
り
。
豐
年
に
於
い
て
す
ら
ア
ッ
チ
ヵ
は
辛
じ
て
、
七
萬
，五
千
0,
人
ロ
を
養
ふ
に
必
^
. 

な
る
请
た
る
^
^
-
万
厲
メ
デ
ィ
ム1

一
の
穀
物
を
生
.產
し
得
た
る
に
過
ぎ
ず
。
斯
く
(0
.
如
き
高
は
恐
ら
く
地
.方
人
1:
1

の
所
耍
に
：は
^
分

 ̂

り
し
な
ら
ん
も
、
町
の
置
に
應
ず
.る
に
'は
全
.然
不
充
分
な
.り

き

。
.
.
而

し

て

雅

典

は

：何

れ

の

#
藝
諸
邦
よ
；り
も
、
國
外
よ
り
し
て
罾
㈣
 

の

分

給
を
仰
ぐ
の
程
度
大
な
り
し
と
雖
も
-
而
も
同
國
は
決
し
て
.這
般
の
必
要
に
驅
ら
れ
.た
-る
希
職
に
於
け
る
唯
一
の
邦
家
に
は
非 

t
 

•< 

ロ
ホ
*シ
ネ
ソ
ス
半
島
は
蓋
し
常
態
に
於
い
て
は
自
給
的
な
り
し
な
ら
ん
も
、
而
も
其
の
商
工
業
の
發
達
に
よ
り
て
興
屯
人
及
び 

奴
隸
の
大
が
入
を
來
し
た
る
コ
リ
、ノ
ト
ス
、

H
.
1ヂ
ー
ナ
及
'び
ェ
ビ
ダ
ゥ
ロ
ス
の
如
き
謝
邦
は
之
れ
が
例
外
と
認
め
ざ
る
を
得
ず
0-
H疋 

等
の
諸
到
の
み
猫
り
輸
入
せ
ら
れ
た
る
穀
物
に
對
し
て
支
拂
ふ
の
財
源
を
有
せ
し
な
り
。
其
の
'他
の
諸
邦
に
於
い
■て
.は
、
了ルヵディ 

7
に
於
け
る
が
如
く
、
A
ロ
對
食
料
の
問
題
味
或
ひ
は
俯
典
と
し
て
.、
或
ひ
は
他
の
h能
力
を
以
つ
て
國
外
に
.勒
務
す
.る
が
.爲
め
に
多
數 

の
人
々
が
移
^
す
る
に
|1
1
り
て
解
決
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
ざ
0
き
0 (

C
a
m
b
r
i
d
g
e

 

Ancient 

His
t
o
r
y
,
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0
1
'
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Athens 

478*40! 

B. 

c.'
p
p
.

 

1
3
-
1
4
0
0

.
七 

、

,
. 

-
.
>■

■ 

' 

. 

• 

■ 

,

、
. 

， 

'

斯
く
の
如
き
琪
愦
の
下
に
於
い
て
、
雅
典
は
A
國
の
消
费
に
取
D
•て
必
要
な
る

穀
物
の
.供
給
を
取

得

す

が
が
爲
め
に
强
制
的
法
制
を 

制
^
せ
ざ
る
を
得
ざ
：り
き
。
如
.何
な
る
住
垃
と
雖
も
、
雅
典
の
港
、
.ピ
ラH 

H

ウ
ス(
7
7Ĵ
§
<
C.
C) 

•の
外
V
何
處
に
も
穀
物
を
速
ぶ
こ

と
を
許
さ
.
ず̂
。
此
の
法
制
を
侵
犯
す
る
容
は
フ
ァ
シ
ス(

U

又
はH

ィ
サ
ン
ゲ
リ
ナQ

d
Q
a
r
%
a
y

に
處
せ
ら
れ
ざ
る
可
ら 

ず
。
A
港
せ
る
船
舶
は
其
.の
精
載
せ
る
穀
物
の
三
分
の
ニ
を
雅
典
.に
於
い
て
販
寶
ぜ：ざ

..

る
を
得
ず
し
て
"、
，挺
輸
出
し
得
る
は
僅
か
に
三 

分
の
.
一
に
段
ぎ
尹
。
如
柯
な
る
雅
典
人
浩
し
く
は
ァ
ッ
チ
力
に
於
け
る
異
邦
の
居
留
民
と
雖
も
、
穀
物
又
は
他
の
貨
物
を
横
戦
し
て
骓 

典
に
歸
.る
と
な
含
船
舶
に
貸
金
を
行
ふ
と
を
得
ず
と
宛
め
ら
れ
た
りO

C
D
e
l
t
h
l
s
'
i
n
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這
個
榖
物
の
.充
分
な
る
供
給
を
取
得
す
.る
が
爲
め
^
行
は
れ
た
る
諸
策
は
、
其
の
着
荷
を
.待
つ
て

之

れ

.を買

ひ

疒

め

IT
し
て
後 

法
71
-
の
^

^
を
以
■つ
て
之
れ
を
小
寶
す
る
雅
典
に
'於
け
る
.卸
商
人
の
行
.動
に
'ょ
り
て
或
、る
.範
圍
ま
で
破
ら
れ
ざ
る
を
得
ず
。
r

く
の
炎 

き
中
間
商
人
.の
.行
動
を
抑
制
す
る
が
爲
め
に
幾
多
の
.手

段

は

_
.
ぜ

ら

れ

f

 
o .1

.度

.に
'五
.十
籃〔(

署
 

1

)

以
上
を
購
入
す
る
こ
と
を 

許
さ
：ず
'し
c
、
t
一
個
法
，CD
.限
度
を
超
ぇ
.て

買

占

を

爲

ず

衮

は

死

を

以

つ

て

處

罰

せ

ら

れ

た

り

(

导
0— 

P

I

S

の
ー
般
的
篮
督
の
下
に
置
か
れ
た
る
に
過
ぎ
ぎ
る
も
^
三
田
學
會
雜
誌」

.第
二
十
卷
第
十
號
网
載
拙
稿
'「

那
典
國
の
收
人」

. 

三
.〇
丨
三
：ー'员
#-
照
>
>.穀
物
0
販
寶
を
監
視
ず
.る
が
.爲
め
に
は
、
初
め
1ー
ー
人
、

後
.に
ば
市
に
'五
人
、港
に
.五
人
甜
合
十
人(

異
說
ぁ
る 

も
：

T
H

增
M

■せ
^
れ
た
る
轉
殊
の
穀
物
耿
締
吏
局(

■

l

i

e

#し
て
、
•其
の
販
寶
を
看
視
せ
■りo

(
A
r
i
l
.
,
'
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p
o
r
5
r 

前
揭
拙
‘.
四 

一
M
#:
照)

O

彼
れ
.等
は
輸
入
穀
物
と
其
の
販
賣
せ
ら
れ
た
る
.價
格
と
を
記
帳
也
りo

彼
れ
等
は
^
屋
4右
1
く
は
_
齙
屋
が 

過
大
な
る
刺
潤
を
戴
ぐ
る
と
：と
を
防
止
す
る
の
權
利
を
有
す
0
麥
粉
及
び
霉
龅
の
價
格
は
，精
確
に
原
料
の
費
用
に
比
例
ザ
る
水
準
を
維 

持
ず
可
き
も
の
な
り
0
穀
物
商
人
は
叉
、べ
彼
れ
等
岛
身
の
支
拂
へ
る
«
格
以
上
.に
霞
か
に
.ー
オ
ボ
ロ
ス
の
利
澗
を
锊
て
^
の
穀
物
の
一 

八

リ

ク

レ

：
ー
ス

©
大
エ
氓
に
就
会
て
の
»!
:
食
經
濟
圯
的
'考
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1
/\
c
rz:
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ノ
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5

ノ

ス

裹
t

:

i强
制
サ
ら
れ
f

即
ち
彼
，S

は
確
定
の
價
袼
を
遵
守
し
、
缺
乏|

て
暴
_
を
、收

む
f

な
i

可
I

馨

せ

ら

れ
f

確
.

霜

は

S處

取

1

1

1
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I

危

|

際

し

て

は

讓

自

ら

毂

物

を

l

l

i

f

o

.
然

れ

f

阈

I

斷

じ

て

各

個

の

商

人

に

對

し

て

之

れ

I

過

す

る

こ
 

I

s

f

 8

を

敢

て

せ

ん

と

す

る

|

か

|

。

國

家

は

決

し

て

|

の

寶

刀

」

を

f

t

爲

さ

ず

。

其

の

,了 

へ
.

f

總

へ

て

の

も

の

は

.
可

能

I

切

の

說

得

の

方

法

I

ひ

て

、

商

人

t

 

I

f

 

I

し

め

、

自

發

的

に

道

般

の

1

典

人

.

I
り
て
I

f

た
I

s
藝

紀

の

i

 

典
祭

'て
は
I

の
I

I
は
猶
ほ
有
f
り

し

I

可

し

。

而

I

.を
得
ざ
I

f
 

4
は
、
I

穀
物
の
供
f

取
扱
へ
I

司
，の
數
1

加
せ
し
I

れ
t

に

妻

^

得

可

し〈z
l
m
m
l
c
p
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a
.
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3
6
5
0
。

而
し
て
實
？

シ
ァK.

の
，時
代
S

い
て
ば
、
.磨

の

取

締あ
る

に

拘

ら

ず

、
.
大

部
 

分

焉

人

そ

成

る
I

商
人
は
凶
年
に
.於
い
て
は
相
聯
合
し.て
、
華

に

！

i

債
格

を

r

专

^

日
內
に
I

I
ッ
ク
メ
高
く
之
れ
を
寶
る
こ1

々
な
り
き
。
t

i

f

 

g

i

l

l

*?
安

炱

M

l
 

U
H 

シ
吣
ス
_
く

「

彼
.れ
等
；に
し
て
若
し
死
邢
を
以
つ
てi

せ
ら
れ
ざ
り
し
な.ら
ん
に
は
、
彼
れ
等
は
殆
んI

.へ
難
き
も
の
な
り
し
な

1

の
4
き
*
定
す
し
/
る
に
拍
らi

ク

セ

ノ

フ

ォ

の
說
く
が
如
く
、
商
人
等
は
種
々
：な
る
地
方
臭
の
穀
物
を
持

ち

廻

り

、

而
し
て
其
の
到
着
せ
る
最
初
の
場
所i

て
之
れ
を
？

ず
し
て
、
彼
れ
等
が
其
の®
格
の
I

I

こ
I

確

め

营

て
之
を
賣
却
せ
り
。(

C
E
C
O
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 27,

0
O.一
時
キ

k

.

ブ
ロ

ス
に
於
い
て
質
^
に
從
事
せ
る
演
說
家
ア
ン
ド
キ
デ
ー

ス
つ

^
ぎ

^

^

^
 

は
キ
-
,プ
ラ
'ス
ょ
り
雅
典
に
向
け
て
出
帆
.せ
る
穀
物
船
隊
を
他
の
方
向
に
轉
ぜ
し
め
ん
と
せ
る
企
圖
あ
り
し
も
、
而
も
彼
れ
は
斯
く
の 

如
き
許
靈
を
立
て
た
る
#
を
し
て
之
れ
を
放
棄
せ
し
め
た
る
こ
と
を
物
語
れ
り
0

>1
^
0

2 .
^
5
, 

D
e

 

suo 

reditu, 

p
p
.

00
5
,
8
2
0

雅
典
に
は
又' 
穀
物
を
蓄
藏
す
可
き
公
設
の
倉
廩#
せ
り
。
是
れ
等
の
も
の
は
商
人
等
の
爲
め
の
保
稅
倉
庫
の
性
質
を
荷
す
る
と
共

. 

.

. 

.

 

-

 .

 
.

.

.

.

 

.

 

.

に
、
又
食
困
な
る
市
民
の
爲
め
の
穀
物
の
公
貯
蓄
な
り
し
が
如
し
。(Cunningham, 

op. 

C
P 

pp. 

1
0
4-5

.

前
揭
拙
稿
四 

一
M
參
照)c

• 

'八

..

. 

. 

: 

• 

:
..:

，貨
幣
は
次
第
に
資
本
化
せ
ら
れ
て
、
利
殖
の
用
に
供
せ
ら
る
、
こ
と
愈
.々
多
き
に
至
れ
り
。
吾
人
は
旣
に
紀
元
前
第
六
世
紀
の
交
に 

於
い
.て
富
裕
な
る
資
本
所
葙
苕
样
し
て
、
其
の
行
動
は
小
農
段
に
.取
り
て
布
害
な
る
影
響
^
!

r

し
た
る
こ
と
を
述
べ
た
り
。
.斯
く
の
如 

き
糌
級
，の
21
婴
性
は
-®
り
農
業
の
み
に
JI
1
ら
ず
、
商
工
業
に
於
い
て
も
亦
認
め
ら
れ
た
り
。
自
然
經
濟
は
猶
ほ
家
訐
に
於
い
て
、
又
私 

領

に

於

い

，て

注

士

て

て

.行
は
れ
た
り
と
雖
も
、
、貨
幣
及
び
資
本
は
商
業
的
企
業
の
總
ベ
て
の
f

1C

於
い
て
、
又
國
家
の
報
業
を
遂
行 

す
る
に
於
い
て
要
求
せ
ら
..れ
た
D

o
雅
典
は
土
地
、
.鑛
山
、，
港
灣
及
び
生
產
資
料
の
大
部
分
を
所
衝
し
、
集
產
中
：義
.的
國
贫
の
理
想
ば
. 

.i
l
-
h
の
國
に
於
い
て
蕃
し
く
大
な
る
範
圆
ま
で
實
現
せ
ら
れ
た
る
を
以
つ
.て
、
：
一；見
私
的
企
業
の
餘
地
は
.頗
る
狭
：少
な
る
の
觀
な
く
ん
ば 

非
ず
o ..P

れ
ど
も
、

-|
>
ら
ゆ
る
公
華
業
对一

淀
の
.亥
拂
-に
對
.し
て
，一
定
の
：期
1
1資
本
家
に
貸
.し
出
さ
れ
、
資
本
家
は
{
M該
期
間
自
己
の 

利
益
の
：爲
め
に
之
れ
を
營
み
、
身
く
ズ
、座

隹

.<
0
袭
源
は
_猫
久
に
.ょ
少
て
：領
有
せ
ら
る
>
こ
：と

な

が

ャ

し
.も
、
而
も
是
れ
等
の
も
.の
.は
之 

れ
を
請
，負
.へ
る
私
資
沐
家
に
'ょ
っ
て
嘴
理
せ
ら
れ
た
ヵ
。
煅
場
た
名
^
耕

作

地

：た

る

七

：を

問

は

.ず
、
：公
有
地
、
家
屋
及
び
其
0
他
の
造 

<
リ
ク
レ
ン
,の
火
'エ
亊
に
就
き
て
め
社

.脅
雜
濟
史
，
的
考
察

'

.
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ペ
リ
ク
レ
ス
の
.大
X
事
：に
.：就
き
て
...
の
社
會
經
故
^
 ̂

三
0

、
ご

ニ

5

.營
物
.は
入
札
に
よ
つ
て
私
人
S

し
出
.さ
る
i
,の
常
に
し
て
、賃
貸
の
期
間
は
種
々
I

場

合

に

於

い

て
薬
し
く
相
違
あ
b
し
が
如

ノo

.

.

(

前

掲「
服
典
國
の
收
入J. 

一
0

1
 

i

ー
舊
照
>。
鑛
山
は
曾
つ
て
公
費
を
以
つ
て
經
營せ
ら
れ
、
，装
し
く
は
國
家
に
よ
つ
て
池
の
不

.

.
'
動
產
の
如
く
、

一
 

定
の
年
限
を
■劃
し
て
貸
し
出
さ
る
X
こ
と
な
く
、
常
に
無
制
限
借
地
と
し
て
私
人
に
交
付
せ
ら
れ
、
而

し

て
其
の
他
ロ

t
攒
は
相
#

費
却
及
び
.あ
ら
ゆ
る
毺
類
.の
法
律
上
の
讓
渡
に
ri
l
り
て
轉
々
せ
り
。(

同
六
丨
八
頁)

。
お
山
が
如
何
な
る
ヶ
法
を
以
つ

，■.て
規
制
せ
ら
れ
た
る
か
は
詳
か
I

ず
。
S

八

员

0
.§早
に
輸
入
に
對
し
て
の
.み
«
課
せ
ら
れ
た
る
穀
物
關
税
會

1

,

3
 

$

•

Q

T

3

が
私
人
に
貸
し
出
さ
れ
た
る
に
徵
し
て(

D
e
m
o
s
t
r

‘ orat. 

in 

N
e
f

 

p. 

1353, 

2
3
0
、

t
出
人
て
課
せ
ら
^』

て
る
五」

• 

»

'分
‘

一

划
ち
ニ
分
の
海
_
税
.
{
>泛1
>§

ぶ)

の
徵
收
は
亦
、
恐
ら
く
牢
々
財
務
司

(7TS

身
s
i、

)

.が
最
高
の
入
礼
者
に
請
負
はし
め
た
る 

■所
な
る
可
し
。
黑
海
を
出
入
す
る
船
舶
の
：

S

.
に
課
せ
る
十
分
ー
税Q

S

I)

も
亦
、
其
の
徵
收
を
請
負
はし
め
ら
れ
た
り
。
其
の 

他
居
留
外
人
及
び
外
來
民
に
對
す
る
稅
金
並
び
に
.議
婦
に
對
す
る
も
の

(

3

で
,

あ

3

皆
同
様
な
り
。(

同
九
丨
三
頁
參 

照)

。
而
し
て
是
れ
等
徵
稅
の
請
負
は
屢
々
側
人
の
力
に
及
ば
ず
し
て
、
富
客
は
組
合
若
し
く
は
結
社
を
組
織
し
て
之
れ
を
0*
|
き
受
け
た

~
り
。
公
經
營
容
ん
ど
全
く
布
すt

と
な
く
、
又
公
經
營
の
行
は
れ
た
る
所
に於
い
て
は
宴
の
腐
敗
.酸
落
遊
し
き
も
の
あ
.
1

C
 

(Cunningham, 

o
p
. 

c
i
r

pp. 

1
0

5
-

7
.

,
o

:

九

：.

雅
■典
は
希
龜Q

商
業
的
屮
心
た
る
と
共
に
亦
典
の
工
業
的
屮
心
と
爲
れ
り
。
f

ハQ
H

業
的
诉
動
の
多
く
は
職
人
に
よ
り
て
.

S

己
の 

.仕
事
場
及
び
家
庭
に
於
い
て
遂
行V

ら
れ
た
り
0
雅
典
の
勞
働
人
ロ
の
大
部
分
は
經
，濟
的
6
山
を
莩
苻
せ
.る
赁
銀
努
働
莕
ょ
り
交
1 
i

而
し
て
其
の
或
る
#

は
改
治
的
特
權
を
荷
す
る
市
拔
に
し
て
"他
は
屈
留
外
人
な
り
。
石H

請
負
人
も
亦
、彼
れ
自
身
勞
働
奔
た
り
し
な 

り
。
讓

が

彼

れ

等Q

勤
務
を
要
求
す
H

き
通
常
の
日
に
於
い
て
は
、
彼
れ
S

四
交
の
若
き
徒
弟
と
共
に
' 
ぬ
己
の
石
工 

\ 

場
，に
於
い
て
努
作
す
。
而
も
彼
れ
等
の
熟
練
を
耍
求
す
る
公
建
築
の
存
す
る
際
に
は
、
彼
れ
等
は
觀
時
國
家
の
仕
事
を
引
き
受
け
、陳
家

.の
，監
督
.官
若
し
く
は
公
事
業
の
特
別
委
員
？

ミ
2

1
 r

へ
デ
嘗

1

|
貧

_)

と
の
協
宛
の
下
に
勞
作
せ
り
。
往
々
石
エ
の
親 

方
‘は
單
に
：監
督
職
工
に
過
ぎ
ざ
る
も
.の
と
爲
り
、
彼
れ
は
依
然
其
の
職
人
等
の
祚
業
を
.監
督
す
る
も
、
而
も
職
人
等
は
具
の
支
胡
を
直 

- 

接
國
家

ょ

り

受
け
た
り
。
然
れ
ど
も
.更
ら
に
多
く
の
場
合
に
於
い
て
は
、
彼
れ
は
小
請
負
人
た
る
に
|1
:
.ま
り
、
自
ら
其
の
仕
靡
を
リ
き

受
け
、
而
し
て
其
の
仕
上
げ
に
對
す
る
ー
切
の
實
任
：を
承
認
す
る
な
り
？
$

日
|
3
, op. 

c
ir
p
. 

26.1 .)。

吾
人
は
又
い
雅
典
が
多
數
の
自
由
勞
働
素
を
有
ず
る
士
共
に
、
之
れ
1C
.加
へ
.
_て
多
數
.の
奴
隸
;^
有
し
た
.る
の
事
實
.を
.認
め
；1

可
ら 

ず
。
西
紀
前
四
胃
0
九
年
に
於
け
'る
同
.市
守
議
神
0
聖
殿
‘エ
レ
タ
テ
ィ
オ
シ
c

m

Co
建
設
.の
爲
め
に
..同
市
の
行
.へ
る
支
拂 

.
0

記
錄
はU

十
七
人
の
市
民
、
.四
十
人
の
居
留
外
人
、
並
び
に
十
瓦
人
の
奴
隸
に
對
し
て
賃
銀
を
支
拂
ぺ
る
こ
と
.を
俾
.へ
た
り
。
他
の 

.記
錄
，は
_

々
な
.る
勞
作
者
の
集
圖
1

自
甶
民
、
外
人
及
.び
奴
隸
^
—

が
<ム
輿
業
；に
使
傭
せ
ら
.れ
た
る
こ
.と
：を
示
せ
り
。
是
れ
等
三
種 

■
0’

勞
作
者
_
相
共
：

H

作
業
し
、
奴
隸
と
非
市
民
と
：は
帘
民
(0
勞
作
.者
と
等
し
き
勞
役
を
行
べ
2>
.
:
€
!
ll
_t>
A
C
F
'
s
t
u
a
r
t
c
h
a
l
A
n 

s

^

o

t
 

-
0 

w
o
n
£ 

2

00
.

)

。
奴
隸
制
度
の
發
達
は
族
長
制
度
の
崩
壤
ょ
り
坐
じ
た
る
最
背
遍 

, 

的
現
象
..の一

に
し
て
、
.そ
，は
又
新
た
な
る
產
業
紐
織
の
淡
鐘
.を
促
し
て
、
自
給
的
家
族
經
.濟
の
破
壞
を
肋
成
せ
り
。

.3
則
史」

一
九
^

I
五
.頁)

。
而
も
希
臘
に
於
；い
て
は
、
遂
.に

帝

政

治

下

：の

.羅
馬
に
於
け
る
が
如
く
、
奴
隸
制
度
の
著
大
な
る
發
達
を
見
る
こ
と
な
く
し
て

,

レ
ス
の
犬
；

h

事
に
就
き
'て
®

三
；

c

r

l

H

a

.

.

.

 

.

.

.
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.

.

.

.

.

.

.

.

.



へ ^
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ミ

：

？

こ

四

)
終
■

る
I

は
、
苦
人
ぶ
の
機

,
に
於
い
て
論
じ
た
■

如
一
し
o
隹

1

1
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參
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典
：に
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自
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す

衾

隸
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割
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ロ
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行
は
れ
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I

調
茶
I
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I

に
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ニ
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卜
蹲
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I

I
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叙
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聲
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霞
さ
#
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名

治
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而
备
之
れ
に
對
すI

對
S

I

.
存

し

交

も

、
而
も
此
の
說
は
で

u

(

r
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e
i
l

窗

I

主
張
I

て
著
し
く
確
實
性
I

加
せ
し
め
ら
れ
た
りf
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e
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l
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I
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而
全
此
の
政
治
的
に
無
力
な
る
|

の
勞
働
5

即
ち
無

と

並
ん
で
、
國
政
S

し
て
强
大
な
る
影
響
を
與
へ
た
る
I

ぬ 

油
勞

傲

凄

I

l

f
手
職
I

l

f

I

ざ
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を
f
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8
し
、
之

れ

を

篤

S

貸
し
出

す

と

f
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|

5
私
1

が
名 

1

に
於
I

I

し
め
l

i

l

述
べ
I

如
し
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I

ィ…
…

内
维
行
'は
れ
.た
る
が
、
大
膽
に
人
民
に
呼
び
掛
け
た
る
貴
族
タ
レ
イ
ス
テ
ネ
ス(

b

l
貧

)

は

貴

族

黨

.の

首

領

イ

サ

ゴ

ラ

ス 

つ7
§

7
%
a
c
)

を

遂

ひ

て

、

此

の

，
階

級

_

#
を
漱
媳
せ
し
め
龙
り
。
ク
シ
イ
ス
テ
ネ
ス
は
ソ？

1
ン
の
如
き
信
念
に
ょ
つ
て
立
つ
政
治 

的
改
率
家
に
非
ず
し
て
、
庶
民
の
好
意
を
得
ん
こ
と
を
企
圖
せ
る
拔
目
な
き
政
治
家
、
即
ち

a
x
f
y
l
a

パ
I
v
g
J 

r8t
i
嘗

另

に
過
ぎ 

す
。
.固
と
平
原
，•海
岸
及
び
高
地
の
三
黨
に
.分

れ

た

る

：
人

民

枕

，今

.や
其
の
行
動
を
共
に
す
る
に
至
り
し
が
故
に
、
著
大
な
る
力
を
享
受
す 

る
に
茧
れ
々
。
ク
レ
イ
ス
テ
‘ネ
ス
は
.イ
オ
.一
一
ア
の
四
.種
族
を
廢
-1
.
_で
新
た
な
：る
十
種
族
を
以
つ
'て
.之
れ
に
代
へ
た
少
。
各
種
族
は
地
區 

Q
^
o
c

)

と
稱
せ
ら
れ
た
る
更
ち
に
小
な
る
舉
位
ょ
り
.#
成
せ
ら
れ
た
.り
。
是
れ
等
の
地
區
は
必
ず
し
も
相
接
觸
せ
る
も
の
に
非
ず
し 

て
、
同

.一
種
族
の
：地
區
と
雖
.も
、
或
る
も
の
は
丘
陵
の
.近
く
に
、
他
の
.も
の
は
平
原
に
：、
'而
し
て
殘
餘
の
も
の
.は

海

岸

に

杯

し

て

.
悉
く
一 

所
に
在
る
も
の
に
非
ず
。
從
つ
て
又
、
各
種
族
は
地
.方
的
性
質
を
有
す
る
も
、
.而
も
地
.方
的
利
溢
を
.ft
表
す
る
こ
な
し
。
.舊
き
撖
族
的 

共
同
體
は
分
裂
し
•
別
箇
の
：小
地
區
は
之
れ
：.に
.代

-]
)
、
■是
れ
等
對
立
的
階
級
の
各
々
の
共
同1:

致
は
'破
壞
せ
ら
れ
、
彼
れ
等
は
爾
後
煩 

勞
を
與
.ふ
る
.
£な

，き

に

至

れ

り

。
，
國

家

を

完

全

-1
€
家
族
組
織
ょ
り
絕
緣
.せ
し
む
る
に
由
り
て
舊
き
氏
族
的
勢
カ
の
直
接
政
治
上
.の
意
義 

を
.破
.壌
し
、
而
し
て
久
.
.民
を
し
て
.出
來
得
る
限
り
混
合
：せ
し
め
、
別
箇
の
利
害
關
係
を
破
壞
し
、
斯
く
て
又
、
共
同
の
國
设
的
精
神
を 

創
造
オ
る
讨
實
：に
此
の
#
區
分
の
趣
旨
な
り
し
な
$
。
加
之
、
：地
方
及
び
異
鄕
ょ
り
の
來
住
に
凼
り
そ
ノ
都
市
の
人
ロ
.は
旣
に
著
し
く
. 

增
加
を
來
し
：.つ
、
あ
り
し
が
、
ク

レ.X

ス
テ
ネ
ス
の
改
革
は
、當
時
ア
ッ
チ
力
に
居
他
せ
る
多
數
の
異
邦
民
及
び
被
放
民
に
し
.て
、商
的 

職
業
に
從
事
し
、
.斯
く
て
又
進
步
せ
ぷ
自
出
の
見
解
を
有
す
：る
者
.に
雅
愈
«

布
民
權
:$
:
麗
與
ん
て
：市
民
の
、數
を
堉
加
し
、
雅
典
人
を
し 

て
ブ
蜃
進
步
的
な
る
人
民
た
石
し
む
^
と
洪
钱
ユ
_
»
&
る
血
輪
及
び
邋
愦
を
骓
典
欠
注
入
す
る
K
至
れ
り
。
.
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'三
四

c
r
r
l
'
六〕

,
希
臘
.に
於
け
る
民
生
敗
治(6
發

達

：
は
：
又

、
.：

波

斯

熾役
に
よ
.つ
.て
促
進
.せ
ら
れ
：た
り
？
强敵

波

斯に
對
し
、
龜

全

土

は

、
今
や
其
の 

.

.全
カ
を
結
合
し
て.當
る
に
非
ざ
.れ
ば
、'勝
第
な
そ
を
觀
た
り0
;而
し
て
紀
1
.7
1:前
四
首
九
十
年
' 
マ
ラ
ト
ン
の
大
勝
に
よ
つ
て
離
典
及
び 

.

を
救
.へ
.
.る
も
の
は
闬
丘
ハ
に
し
て
：、-同

.0
1
百
八
'十
年
に
於
け
る
.サ1

フ
ミ
ス
海
戰
の
勝
利
は
水
兵
に
よ
つ
て
獲
ら
れ
た
り
。
中
胳
及
び 

.
T勝
階
級
は
其
の
要
求
を
支
持
す
可
き
光
榮
あ
る
權
原
を
贏
ち
：得
た
り
。
兵
士
の
，
一
般
的
徵
募
は
約

〗

一
十
年
内
外
に
於
い
て
赘
迎
選
擧 

を
誘
致
せ
り
O
I雅
典
.は
其
の
海
上
’に
於
け
る
勢
力
に
由
り
て
聯
盟.の
主
位
に
立
て
り
。
同
市
は
有
利
な
る
商
業
上
の
獨
占
を
享
W
し

、

.通
過
税
及
び
聯
明I

諸
市
の
貢
献
、
' 並
び
に
司
.法
上
.の
料
金
に
由
り
て
.#
額
の
：.收

入

.!
:
取

得

し

、
.
.
而

し

.て
又
脫
M
奪
よ
り
沒
收
せ
る
土
地 

,比
屢
々
其
贫
刀
配
を
同
市
に
委
ね
ら
れ
た
^
*
:
:
雒
典
市
は
是
れ
忙
由
奴
て
其
.の
：
稠

密

な

る

市

民

の

*
費
.に
應
ず
る
を
得
た
り
0
平
等
獨 

:立
な
.る
市
邦
の
聯
盟
と
し
て
出
發
せ
る
所
@
も
の
_は
、：
三
十
年
を
：出
で
ず
し
て
、
，骓
典
人
.の
帝
國(

そ
^

>
と
化
せ
り
。
海
.卜
：權
を
掌 

'握
し
、
繁
盛
尨
る
外
國
貿
渴
と
製
造
エ
業
と
.を
有
す
冬
雅
典
は
、

1
:小
.市
邦
の
.舊
態
.そ

「

新

.脉
產
に
對
し
て
他
0
勢
カ
を
樹
立
.1
.、

國

家

の

，重
心
を
推

移

せ

：
し

.^
た

-.
^
0
ペ

リ

ク

レ

ス

( ，J7e

黎

部)

時
代
に
•於
け
る
ア
ッ
チ
力

.市
民
は
、：半
は
土
地
よ
卜
、
半
は
坐
產
的
企
業
に
對
ず
る
投
資
よ
り
其
の
收
入
を
取
得
し
つ
、
あ
る
少
數
の
：富
者
と
多
數
の
.小
農
民
及 

•び
工
匠
.よ
り
細
織
せ
ら
れ
た
り
o
' 

( 「

前
史」

一
ム
三
四—

五
頁)

o
; 
•

,
農
業
は
幾
分
科
蘼
的
耕
作
の
方
向
に
進
歩
せ
る
.の
事
實
な
き
に
非
ざ
る
も
、
而
も
、
.紀
元
前
第
五
世
紀
を
通
じ
て
依
然
大
な
る
發
達 

を
途
ぐ
る
こ
•と
能
は
ざ
り
き
，0
苹
は
今
や
鐵
片
を
取
り
附
け
ら
る
、
に
至
り
た
め
と
雖
も
、
へ
bs
l
、Cyclades, P, 970

、

而
も
ホ
メ

I
,か
：K

時
代
f

の
以
上
に
大
な
る
進
步
.を
示
す
こ

と
.な
.く

.>
又

休

耕

驰

法

ょ

，
り

、

觉

ち

に

經

濟

的

な

る

耕

地

：法

へ

の

.
推

移

は

頗

る

遲
 

々
•た
る
を
免
れ
ず
。
而
も
耕
地
は
体
養
.の
必
要
；ょ
り
、
.猶
ほ1.1

部
に
分
た
れ
：た
る
も
、
曾
つ
て
休
耕
地
た
ら
し
め
ら
れ
た
る
も
の
は
野 

菜
ゼ
植
ぇ
附
け
ら
る
\
に
至
り
、
' 

.
農
民
は
冬
蒔
き
、
，.春
踌
令
及
び
休
耕
の一) ：.1

圃
農
法
を
す
ら
實
施
し
始
め
た
り
、
彼
れ
等
は
又
其
の
注 

意
を
施
；肥
；.の
.問

難

に

拂

：
へ

り

。
：
而

も

猶

ほ

第

一

等

.の

.肥
料
龙
名
下
肥
は
園
藝
的
農
産
物
の
み
に
施
さ
れ
た
り
®
犯
畑
に
は
家
畜
小
屋
ょ
り 

の
肥
料
を
施
せ
：り
Q .1

部
の
.農

战

は

他

に

比

，
し

て

.大
，な
る
洞
察
：と
精
力
を
示
し
、
荒
蕪
地
を
購
入
、關
發
し
、
著
し
く
其
の
價
格
を
增
進 

ぜ
U
め
.て
.再
び
之
れ
を
賣
却
し
、
以
つ
：て
太
な
る
•利
滴
を
擧
げ
ん
.こ
と
を
期
せ
り
。
ア
ッ
チ
カ
に
於
い
て
は
1
穀
物
耕
作
地
は
其
0
金 

面
稹
0,a

割
六
分
乃
至t

一
割
以
上
^
鑛
張
せ
ら
る
ふ
こ
4
な

,<
0,
*
如

何

な

，る

库

に

於

い

て

,̂
耕
作
し
得
る
土
地
の
僅
か
に
ー
部
.の
み
が 

實
際
に
耕
作
せ
ら
る
、
に
過
ぎ
ず
し
て
、
穀
物
耕
作
地
は
事
實
五
、
六
萬
飙
を
妈
で
ざ
.る
，の
事
實
^
ょ

-1
)
て
共
の
^

|
カ
は
減
殺
せ
.ら 

れ
た
り
。
：：加
之
、
ア
ッ
チ
ヵ
の
大
部
分
.は
小
麥
を
產
.す
石
.に
適
せ
ず
し
.て
ぃ
大
麥
尤
對
す
る
>
麥
の
.割
合
は
紀
.元
前
三
百
ニ
十
九—

八
年 

杧

於

い

，
て
：
は

写

十

八

萬

七

午

ー

：ー
：ー
百

1
ー
：十

五̂
ア
ィ
ム」

1
ィ
.に
.對
す
る
三
.萬

九

：千

：
五

百

メ

.デ
ィ
ム
-

1
即
ち
.九
ゃ
八
'に
對
す
る
一
に
過 

ぎ
ず
？
實
杧
#

#
の
.總
產
額
四
十
ニ
萬
六
午
八
^

ー
十
.五
メ
デ
ー
ィ
>
ー
ー
ィ
，の
九
^
は

大

麥

な

り

し

，ネ

り

3
農

業

に

_

す

名

論

著

の

著

さ
 

鋈
ト
こ
と
.多
き
に
至
り
.'
羅
馬
の
農
業
論
，#
ヴ
>
.
ロ (

M
a
r
c
u
s

 

Terentius 

Varro 

R
e
a
t
i
n
c
s
)

は
希
職
書
を
參
照
す
る
こ
と
五
十
部 

似
玉
«
承

べ

り
、
：洵
に
ア
一
チ

ヵ

肥
.於

け

：：
，

集

約

的

科

學

的

耕

作
法

わ
發
達
が
縦
し
次
都
市
.
.

Q

人
卩
そ
輪
養
す
る

に

貢
献
す
石
所
あ
り 

乜
洛
す
_‘る
も
;>
而
も
到
底
其
め
最
盛
時
の
：人
0
1
.
1
ー
，
十

五

寓..の.消
费
額
^

テ
^
を
供
給
す
る
に
足
ら
ず
ャ
前
記
紀
元
前

•
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八
#
忆
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_
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»
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郞
ち
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」
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六
十
萬
：メ
デ
^
.ム
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1
1
,
4
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輸
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贫
ざ
芩
を
-#
ざ
り
居
0
ノ
足
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部
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其
の
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.タ
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犬
.エ
_
2彦
ヤ
分
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»
脅
菌
史
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ス
へ
裘
汰
宠
翁
，
て
b
一

暴

養

史

ヨ

六

：

P
ニ
.マ
ノ 

植

藏

ょ
4

給
せ
も
孙
、V
S
1.竽
 

k

.

sは.四
十
.
—
-®1

甲

.八
有
七
十
五
メ
デ
ィ
ム
一
一
ィ$
 

の
內H

割

六

分

楚

唐

，：を
生
.靡
せ
丨
と
雖
も
、：而
も
彼
れ
等
亦
資省
に
：充
..て
#
た
.る
は
僅
か
にI

一

^

十
二
萬
乃
：至
十
三
萬
メ
デ
ィ
A
. 二
ィ
を
國
外
^

--
»
}嫌
入
せ
ぼ
る
を
锝
ぶ
り
し
な
丨
0
:
.

(

0

^

1

^

^

6

魯

0 .
艮

5

&

9

^
 op. 

cit, 

pp. 

12-14 

;:s
0
t
2
, 

op. 

c
i
r

- 

. 

.. 、

.
ザ
ッ
サ
カ
甘
奮
铜
育
^
對
七
.て
^
好
.條
件
を
供
ふ
'る
も
の
.に
非
ず
0
骓
典
人
は
又
第
五
'世
紀
ょ
り
し
て
國
內
に
於
い
て
充
分
な
る

材
木
の
供
給
を
菊
此
す
こ‘と
能
は
ざ
る
に
._至
れ
り
,0
吾
人
は
此
.の
國
に
ー
於
け
石
集
約
的
農
業
の
發
達
を
葡
萄
園
、
果
樹
園
及
び
菜
園
に 

求
め
•ざ
る
可
ら
ず
o
#)i
l

Q農
*
家
は
■
に
澳
樹
栽
霞
な
4

0
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン「

の「

經
濟
學」

.

(

.

f
§

u

中
の
人
物
ィ
ス
コ 

ッ
コ
ス
.は
.特
に
彼
れ
の
栽
培
地
に
關.心
を
有
す
石
^
の
'為
り
き
。
賢
地
人
杜
趣
萄
樹
及
び
循
欖
樹
を
其
の
借
地
，に
植
ぇ
咐
け
て
彼
 ̂

の
地
所
の
價
俯
を
增
加
せ
し
む
る
が
爲
め
に
、
.甘
ん
じ
て
即
時
の
收
益
を
犧
牲
龙
ら
し
め
ん
：と
せ
り
0西
紀
前
第
四
世
紀
に
於
い
て
教
，卜 

間
に
地
所
の
價
仳
が
ブ
ー
倍
浩
し
ズ
は
三
倍
と
爲
れ
る
の
事
實
存
す
る
说
^
配
故

^
對
し
て
新
方
法
が
磡
明
に
適
⑴
せ
ら
れ
た
る
に
山
る 

も
の
な
り
？
斯
く
の
如
き
は.大
小
の
地
|

等
し
く
行
.へ
.る
所
の
も
(0
|

0
,
.
_
兀
前
ー
香
九
士
绿
の
春
に
成
れ
る
ア
リ
ス
ト
フ
ァ 

•ネ
ス
.ベ
A
l
w
t
J
3
の
窖
刺「

婦
人
議
會」(

#

:|
1

1

<

1

^中
の
从
物
た
る
一
葡
萄
栽
培
家
は
、
彼
れ
が
其
の
葡
萄
の
f
 

寶
り
て
、
銅
貨
を
頰
張
り
て
大
麥
應
入
す
る
が
爲
め
に
赴
け
る
こ
と
を
物
歷
つ
、
あ
る
な
り
。

(
E
c
l
a
z
l
,

 

S
1
6
-
P
「

前 

史」
1

〇
九
頁
參
照)

。
ア
ッ
チ
カ
に
於
い
て
は
又
、
：
市
場
向
菜
阈
及
，び
花
園
の
發
達
を
觅
た

0
0 

M
主
は
^
れ
等
荷
和
な
る
諸
杌
の
栽
裙K
#、の
土
地
.|
:
供
;[
]
:1
.て
大
な
.る
利
满
を
擧
げ
、.典
の
她
菝
の
愤
«
を
蒂
L
く
增
加
せ
し
む

る
を
得
た
り
と
離
も
、
之
れ
に
附
隨
せ
る
危
險
#
せ
ざ
る
に
非
ず
。
大
地
生
は
氣
遺
ひ
な
く
其
の
方
法
を
新
式
な
.ら
し
む
る
を
得
て
、
 

數
大
な
る
利
益
を
取
得
す
可
き
こ
と
確
實
な
り
と
雖
も
、
而
も
其
の
財
產
を
渐
.加
せ
ん
と
欲
し
た
る
小
農
民
は
多
雛
.の
苹
月
を
忍
ば
ざ

る
可
ら
ず
。
彼
れ
等
は
可
成
り
に
大
が
る
支
出
を
要
し
、
而
し
て
若
し
彼
れ
等
に
し
て
之
れ
•を
借
入
に
俟
て
り
と
せ
ば
、
彼
れ
等
は
頗

• 

• 

..
-

■

..

 
:

. 
.

 
:

 

. 

•

 

•

.

.

.

る
危
險
な
る
道
に
就
け
る
も
の
と
稱
せ
ざ
る
を
得
ず
。
加
之
、
耕
作
法
の
劇
變
は
.危

猶

を

伴

は.ず
し
■て
生
ず
る
こ
と
な
し
？
ク
セ
ノ
フ 

ォ
ン
は
la
物
及
び
^

.
㈣
が
皿
甯
に
レ
て
^
の
㈣
吣
條
落
す
る
晻
ぽ
、
農
業
は
有
利
な
ら
.ざ
る
に
至
り
、
多
數
の
農
民
は
土
地
の
耕
作 

を
廢
し
て
、
商
#
浩
し
く
は
貸
金
業
に
走
り
、
又
は
旅
館
を
經
營
す
る
に
至
る
可
き
こ
と
.

jii

說
げ
り
。

d
e 

vectig., 

iv. 

6
.
「

前
史」 

ニ
七
A
頁
參
照)

。
小
葡
萄
栽
培
業
’者
若
し
く
は
市
場
向
小
菜
園
業
菩
に
し
.
て
是
れ
の
障
害
に

^
ち
勝
つ
こ
と
を
得
た
り
と
せ
ば
、
集 

約
的
方
法
は
固
ょ
り
彼
れ
等
を
利
す
る
も
の
■あ
る
可
し
9 
,然
れ
ど
も
、
彼
れ
：等tf

所
有
地
，&
遞
逝
§
分
割
ょ
り
生
.ず
る
不
幸
な
る
結
见 

を
防
止
す
る
に
成
功
せ
♦
し
て
、
' 却
つ
て
之
れ
を
甚
し
か
ら
し
む
る
も
，，の
扳
り
き
。
-そ
ば
之
れ
に
權
へ
#:
た
る
小
農
民
の
狀
態
を
改
蕃 

す
る
に
資
せ
り
と
雖
も
、
然
ら
ざ
る
者
は
：是
：4
に
凼
り
て
其
の
沈
偷
を 

一
*
速
か
な
ら
し
め
ら
れ
た
り
。
.釋
の
可
動
蚀
社
一
蔽
の
可 

動
性
を
土
地
に
與
へ
た
り
。
.そ
：は
又
‘浮
動
资
本
0:
1
種
に
地
處
を
變
ぜ
し
^,
る
に
資
し
、
而
し
て
' 火

所

有

地

の

權

成

を

助

長

せ

り

。
一 

(G10

K-0P. 

c
i
r
p
p
.
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, 

.

.
• 

*
. 

.

•

.

.

.

.

. 

' 

I • 

. 

. 

• 

. 

•
.

穀
物
耕
作
ょ
り
無
花
梁
、
M
欖
及
び
i

が
栽
培
.に
移
り
、
酒
と
^
と
^

^
の
諸
邦
贮
販
變
し
>

§

な
佻
給
を
他
に
仰
ぐ
ゆ
至
，り

I 

.

.

.

.

.
 

.

■*
.

.

•

+

•

-

.
 

.
.

.
•

-
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

た
る
骓
興
は
又

、

.陶
器
、
武
器
及
び
.織
物
等
のH

藝

品

，を

國
外
に
輸
出
.せ
り
。
西
紀
前
第
五
及
び
.第
耻
世
紀
亡
於
い
て
は
エ
業
は
經
濟

ク
レ
ス
：の
大
エ
事
に
鼠
ぎ
そ
の
^
倉
經
^

^
考
察
：
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f

 

レ
，
I

事 

I

て 

i

 

• 

I
 

5

1

的
に
叉
I

的

に

置

|

地
位
|

電

-ん
■

大
f

は

エ

蕾

^

_
る
：：
に

裏
 

，
，：

へ

^
ン
，

忽
れ
ど
も
此
の
時
代
に
於
け
るH

業
§

1

特

微

ど

蓼

可

菸

の

は

、
、
極

.め

で

單

純

な

：

1

^

I I

な

き

謂

n
 
.

H

て
工
場
制
度
の
證
は
？

せ
ら
れ
、
資
本
家
が
職
人
を
雲
す
可
き
危
險
は
勘
少

な

ら

し

め
 

ら
れ
f

 

I

び

衣

類

の

嚷

I

業
は
傳
i

家
族
的
l

i

l

れ
た

り

。

然

れ

f

、
藍

f

 

ぃ

て

は

、
、
生

産

は

遙

か

I

霧

要

以

上

^
^
^

金
土
に
於
い
て
需
要V

ら
る
V
塁
れ
り
。
_

笛

^

翁

至

場

嚷

け

f

等
し
く
'

I
は
其
.の
.

I
各

遵

•勞

作

？

：
釉f

 

I

f

 

^

な
M

/c
o

l
せ
ら
れ
た
る
粘
土
の
外〕

主

要

な

る

資

料

は

粘

土

の

霞

を

斯

を

與

ふ

裏

爲

め

氛

吳

气

車

輪

及

び

型

、
，
 

T
VX
び
' ^
ガ

規

ス

ヶ

、
チ
片
の
尖

ts
器
及
び
各
I

刷
モ
ょ
り
成
る
が
妮
に
設
備
及
び
贫
料
に
投
.下
せ
ら
る
、
听
t

 

こ
と
能
は 

t
 (E. 

i

r

,
 

D
!
s

 

aa-
t
h
e 

Painters 

o
- 

0
.
.

 ̂

.

^

1

.

^
 

?
'
2
6
〕

o

ド
種
々
I

職
f

在
り
て
、
原
料
品
は
f

消
费
f

ょ
つ
て
供
給
.

1
れ

|

。
マ
原
1|
|

1

'

£て.エ
辰
は
其
の
勞
働
|

の
何
物
を 

も

ホ

，

の

にI

。
各
職
は
I

の
町
內
に
集
中
せ
り
。
斯

く

て

雅

典

に

ば

り

、
彫
顚
町
ぁ
り
て
.、
慶

敵

は

軒

巻
 

ベ

て

ま

せ

I

f

、
彼
れ
等
の
間
に
は
近
代
的
意
義
に
於
い
て
の
■競

霞

V

も

な

：く
、
單
に
同
：一
霧
の
遂
行
に
從
事
し
、
又

.

苦
む
こ
と
な
く
、
又
弱
者
は
强
衆
に
よ
つ
.て
：i

f

る
、
こ
と
な
定
き
。
魔

は

農

の

：組
合
I

し
た
t

、
ハ
は
經
濟
的
利

得
を
：：！

的

と

し

、
：自

己

の

利

益

1
保
護
す
る
が
爲
め
に
非
ず
し
て
、
社
交
的
、
宗
敎
的
迤
礎
の
上
に
結
合
せ
'る
も

の

な

り

。
.
.
彼

れ

等

は 

富
を
望
ま
ず
し
..て
、
寧
ろ
名
譽
と
相
當
な
る
生
許
七
を
求
め
た
る
が
故
に
、
_彼
れ

等

は

價

格

を

，引
，
き

^
げ
、：：若
し
く
は
引
き
卞
ぐ
る
こ 

と
な
く
、.其
の
商
品
の
價
格
を
し
て
慣
習
の.決
定
す
る
：が
ま
1
に
委
せ
り
:0
'

 
•

,*
.
'パ-:

.
:
ぃ 

-然
れ
ど
も
紀
元
前
第
四
世
紀
に.在
り
：て
、
貨
幣
經
濟
の
浸
漸
に
連
れ
、
營
利
心
.が
次
第
に
ょ
り
高
尙
な
る
欲
情
を
怔
服
し
去
ら
ん
と 

し
つ
、
あ
り
し
事
實
は
、.ブ.I

フ
ト
：
丨

.ン
：の
：如
身
贽
學
考
が
貨
幣
友
以
つ.て
第
：

I

位
：に
.置
か
ん
と
す
る
過
度
の
；營
利
的
精
神
を
排
斥
し
、 

市
民
が
不
當
な
る
貨
殖
を
訐
る
を
至
難
な
ら
し
め
て
、
財
產
上
の
.不
平
等
の
：發
生.を
防
止
せ
ん
i
せ
る
.に
微
し
.て
も
明
か
な
る
可
し
。 

( 「

前
史」

一
五
七
頁
其
の
他
參i
o。
希
1|
哲
擧
菪
に
在
つ
て
は
、
經
濟
上
の
、問
題
は
常
に
疋
義
の
問
題
と
緊
密
に
結

.合

.せ
ら
れ
た
る
が
、 

プ
ラ
，ト
ー
ン
は

公

芷

の

.價
格
を
論
ず
る
に
際
し
て

「

或
る
人
が
或
，义
仕
事
を
引
き
受
け
た
る
時
は.、'寶
手
に
對
し
て
與
へ.た
る
と
同一. 

の
忠
告
を
彼
れ
に
與
ふ
。
即
ち
彼
れ
は
其
の
價
格
を
引
き
上
げ
ん
と
企
つ
る
こ
と
な
く
、
單
に
其
の

.價
値
を
求
む
可
き
も
の
な
る
こ
と. 

是
れ
な
り
。
法
は
又
、
之
れ
を
仕
事
を
引
き
受
け
た
る
人
に
も
命
令
す
。
蓋
し
工
匠
は
當
さ
に
其
の

.仕
事
の
價
値
を
知
る
が
故
な
り

」

' 

と
論
ぜ
りOCLegg, XI, 

9
2
I
B
.
0

即
ち
ブ
ラ
ト
ー
ン
は
財
貨
が
往.々
，.に
.し
て
其
の
交
換
せ
ら
るX
割
合
.を

異

に

す

る-̂
、

而
も
そ
は 

確
然
た
る
割
合
に
於
い
て
交
換.せ
ら
る
可
き
も
の
な
る
こ
と
を
主
張
す.る
な
り
。
然
ち
.ば
、
其
處
.に
•は
公
：正
：の
價
格
の
準
據
す
可
き
測 

定
し
.得
.る
共
通
；の
品
質
た
る
價
激
の
概
念#
在
せ
ざ
..る
可
ら
ず
。
摩
に
所
謂「

價
値
；

」

_な
•る
語
は
；̂

^
な
り
。

ょ
れ 

切

づ
-:
:°後
者
の
.有
ず
る
種
：々’
.な
る
意
味
の)

中
に
は「

坪
.る」

若
し
く
は
.̂
,何
々
'の
重
量
^
有
す
る
H
と
宏
へ
.る
意
味
>
認
む
る
こ
と
.*
得
.：
 

ネ
な
り
。
斯
く
て_对
孩a:

は1

方
に
於
^
て
.重
量
：を
意
味
す
る
と
同
時
に、
' 他
方
ft
は

.®
耍
胜
を
表I

不
す
る
.意
妹
に
於
い
て
の
蜇
量
ノ

の
大
X
事
S

Iき
.て
の
.
社

會

經

濟

史

的

考

察

：
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A 

|
レ
夂
„の
大
エ
事
£
.就

ぎ

て0
昶
會
醤
史
的
考
察 

四
0

(

ニ
一
 
二 
ニ
-

.即

ち
I

を
も
亦
、
.

す
。
價
f

物
其
の
I

馨

看

S

E

て
.傻
格
2

S

れ
I

し
S

拂
は
る

.

¥
て
フ
ラ
ト
丨
シ
は
震
の
本
體
：が
何
た
る
t

論
ず
る
.こ
I

か
び
し
.

I
も
、.
而
も
彼
れ
の
時
代
に
於
い
て
、
工
匠
が
其
の
仕

.事
に
對
し
i

求
す
f

の
が
、
f

に
しv

其

の

價

値

蛊

し

て

均

等

を

失

す

る

.も

の

あ

る

と

I

不

し

つ

〜

あ

る

な

り

。

然
れ
ど
も
、
霧

.經
濟
は
未
I

く
§

經
濟
を
排
除
す
I

f

ず

。
家
內
仕
事
は
根
强
I

f

職
業
的
工
業
の
.傍
に
雷
せ 

り
。
g

i

獲
得
を
自
的
と
し
て
他
に
墨
す
る
.が
爲
め
に
行
は
？

工
業
は
家
事
馨
を
自
的
と
す
る
家
内
仕

事

よ

りI

せ

る 

.も
の
な
o

°

l

所
f

_

f

l
唐
高
は
之
t

s

せ
ざ
る
f

ず

。

斯

く

益I

靈

の

靈

な

く

しI

ず
る 

こ
と
あ
り
得
f

途
に
は
專
ら
生
産
物
を
寶
却
す
I

目
的
と
せ
る
純
然
た
る
營
利
行
爲
七
し
て
行
は
る
.，
.に
至
る
1

0
然
れ
ど

.も
I

l

i

Q

f、

其
Q
1特

殊

し

v

s
せ
I

羞

f
 V

後

も

、#

Q

S

I大
m

全 

_

的

と

し

て

行

は

る

、
諸

H

業

に

於

い

畫

、猶
i

内
仕
事
の
I

黯

は

淺

I

り
、
而
し
て
如
何
营 

I

f

使
儆
す
る
大
|

類
す
i

, 

I
を
見
t

と

な

t

き

、

彼
f
 
ニ
フ
ク
1
ザ

入

ヶ

，
フ

ァ
ロ
ス
.(

f

, 

が
紀
元
前
四
百
三
十
華
を
以
？

ピ
.ラ
.
f

K

I
設
し
、
共

Q

I
猛

i

s

l

s
き

•は

全

然

例

外

的

の

も

の

」

，

. 

り

テ

i

ネ
ス
の
父
の
寢
床
製
造
場
及
び
甲
胄
i

s

れ
に
次
ぐ
も
の
な
f

、
僅
I

一
十
名Q

指
物
I

二
十
ニ
、
三
名 

の

.足H

を
彳
す
7
の
み
.
チ
マ
ル
コ
ス
の
.製
靴
所
は
九
名
若
し
ぐ
は
十
名
の
靴
エ
を
有
し
た
る
に
.過
ぎ
ず
。(

「

前
史」

一|

一
 

四
貝)

。 

恐
ら
く
紀
I

I

I
に
生
存
せ
り
と
推
定
せ4

、
麗

詩

人

へ
ロ
ン
ダ
ス
：1
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す
る
の.み
。
，
代
表
的

の

：仕
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働
者
を
容
る
、
に
過
ぎ
ざ
る
も
.の
な
り
し
な
る
可
し
6
十|-
1
代

-̂
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1
に
於
い
'て
、
多
數
め
.勞
働
者
を
使
役
す
る
を
常
態
と
せ
'る
は
獨
0
鑛 

業
の
み
な
り
き
。
而
し
て
鑛
業
に
於
レ
て
す
ら
1
.鑛
山
.に
於
い
て
努
作
し
つ
.、
あ
ふ
奴
隸
の
數
は
ー
百
人
以
上
に
出
づ
る
こ
と
稀
れ
な 

り
.し
が
如
し
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洵
に
雅
典
人
に
し
て
產
業
.に
.從
事
す
る
：者
は
其
の
企
業
を
膨
膨
せ
し
む
.可
き
限
界
^
知
れ
り
？
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
日
く
、「

總
べ
て
農
圃 

を
有
ず
る
考
は
、
幾
聯
の
.牛
及
.び
幾
人
の
勞
働
者
が
典
の
'所
有
地
に
取
り
て
充
分
な
る
可
き
か
を
知「

る
を
得
可
く
>
而
し
て
彼
れ
等
は 

必
嬰
以
上
を
其
の
.耕
地
に
遂
る
を
：以
つ
て
損
害
と
觀
る
し
と
、(
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。
而
し
て
工
業
に
從
事
す
る 

考
は
又
、
彼
れ
等
が
何
人
の
勞
働
者
を
要
す
石
か
.を
精
確
に
知
悉
し
、
而
し
て
是
れ
以
上
に
.其
の
；勞
働
者
の
.數
を
增
如
す
る
は
單
に
彼 

れ
.等
.に
拫
失
を
與
ふ
る
も
め
に
過
ぎ
ざ
る
所
以
を
熟
知
せ
’る
な
0 

0
.
需
要
は
.著
し
く
制
限
せ
、ら
れ
つ
"ゝ
あ
る
.が
故
に
、.

不
斷
に
坐
產
を 

行
ひ
、
又
は
.ス
.ト
ッ
ク
を
增
加
せ
し
む
る
は
決
し
て
彼
れ
等
に
取
り
て
有
利
'に
は
.非
ざ
り
き
。，
ク
.セ
：ノ
フ
ォ
ン
は
這
個
一
般
產
業
と
事 

,情
を
興
.に
す
る
も
.の
«:
.獨
り
銀
山
業
あ
る
の
み
と
.觀
^
り
。
c
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d，，7-
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.

極
め
て
多
く
の
生
產
者
.は
仲
介
案
を
經
ず
.し
.て
其
の
‘生
產
物
を
直
ち
に
消
費
者
£
質
却
せ
り
で
.然
れ
ど
も
、：
ブ
ラ
ト
ー
ン
の
、言
を
借 

ノ
り
て
云
べ
ば
、
輸
入
ロ
«»
を
要
す
る
.こ
.と
な
き
地
域
.に
都
市
的
國
家
を
建
設
す
る
の
.1

事
は
殆
ん
，ど
不
可
能
な
る
が
故
に
、
他
の
諸
邦
ょ 

.1
)
自
邦
に
所
要
の
貨
物
を
輸
入
す
る
商
人
を
必
要
と
：す
る
.に
至
る
と
等
し
く
、
叉
都
市
的
國
家
其
の
者
の
肉
§-
1
に

於

，
い

て

、

其

：
の

{1
民 

.

.が
各
自
生
產
せ
る
貨
物
の
相
3:
交
換
を
行
ふ
.
.は

寶

買

：の
.手
段
に
依
る
も
.の
'に
し
て
、
而
し
て
交
換
の
媒
介
物
が
兩
生
產
當
事
者 

々
交
換
に
代
.へ
：て
、
#
介
人
に
依
る
.交
换
'の
：仕
組
を
可
能
な
ら
し
め
.：た
る
時
、
生
產
者
が
自
ら
市
場
に
出
で〜

其
の
：貨
物
を
販
寶
す
る

, 

パ
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ク
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工
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き
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斯
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如
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I

I

認

置

と

な

く

從
？

又
、
彼
れ
等
が
何
等
か
の
報
酬
を
受
く
る
め
i

な
る
所
以
を
嘯
む
る
こ
と
を
拒
め
り
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前
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一
五
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頁
並
び
に
同
一
.七I
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|
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他
I

疆

f

肇

中

s

m

l

v
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は

大

舞

及

蓮

I

訪
れ
、
.若
し
く
は
村
ょ
り 

村
に
I

貨
物

S

S
り

。
：
：
然
れ

f

遺
I

上
g

け

る

塵

は

I

重

の

山
多
き
.I

良
路
及
び
交
通
機
關
运 

び
H

i
繁

た
る
輸
送
I

な
：る
の
事
實
に
妨
げ
ら
れ
'て
何
等
顯
f

l

達
を
遂
I

f

能

：

士
 s

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー

ス
は
被

れ

の

.
所I

自
f
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財
術
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の
中
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8な
.る
部
分
を
占
む
I

業
の
第
一
と
し

て
 

霞

を

擧

げ

、
之

れ
に
次

い

で

運

輸業
即

ち

总
商
を
.
而
し

て

第

三

：
に

店

塵

を

置

け

：り
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I

職
の
塵
は
其
の
國
土
の
地
理
的
狀
態
i

き
多
く
海
i

l

l

o

.早く
ょ
.り
し
て
海
路
の
雲
は
陸
路
の
其
乏
ヒ
て 

俊
廉
f

し
が
-
航
海
術
は
紀
元
前
敗
泰
紀
に
於
.い
て
著
し
く
發
達
し
、
.大
，船
舶
麄
造
せ
I

、
.
贅

の

大

^
^
^
^
す

る

恐

怖
 

、も
は
減
少
し
、
船
舶
の
速
力
は
.增
加
す
る
篇
れ

り
。
而
し
て
、
希
職
の
貿
易
湯
し
て
.其
の
_

動
力
を
與
へ
た
f

の
は
.雅
典
^

り

.0
,而
も
、
雅
典
は
凡
そ
紀
元
.前
第
五
•世
紀
の
.中
葉
に
至
る
ま
で
.は
、
其
の
.競
敵
.に
打
ぢ
勝
つ
こ
と
’を
得
ざ
れ
き
o
.紀
元
前
第
六
■世
紀
.

じ
て
特
に
此
の
方
面
に
於
い
て
活
動
せ
る
も
の
は
ィ
オ
U
.
Tの
諸
市
於
レ
。
然
れ
ぞ
も
紀
元
前
^:
百
年
ぬ
於
け
.る—
オ
一
一
ァ
叛
起
. 

の
知
敗
V」

T
ナ
ト
リ
.ァ
の
.海
燁
と
波
«
の
朁
地
間
の
貿
聂
路
閉
鎖
、
:.
,
'雅
典
(6
.政
治
：

g

覇
權
及
び
商
業
的
企
.圖
、
並
び
に
西
地
中
海
の
重 

要
性
增
加
，は
相
結
合
し
て
是
れ
等
諸
都
市
の
行
ひ
來
り
た
る
'貿
嚴
の
务
く
を
希
臘
'の
諸
海
に
.移
讓
す
る
に
至
ら
し
め
た
り
9
而
も
希
職 

諸
邦
の
多
く
は
農
業
に
事
念
し
て
、
.他
を
顧
み
る
の
暇
.^
ぐ
、
新
总
に
與
へ
&
れ
だ「

る
^

#
上
办
好
機
に
乘
ぜ
ん
と
せ
る
も
の
、
數
は 

決
.し
て
多
か
ら
ず
0
'就
4
-、
前
景
に
立
そ
る
も
の
は
コ
リ
シ
ト
ス
、
：
--
:
1ヂ
ー
ナ
及
び
雅
典
の
三
者
故
り
0
:
,
.

:

’
雅
典
は
彼
の
ソ
ロ

ー

ン

の
時
代
に
於
：い
て
は
其
0
全
カ
を
擧
げ
て
商
業
的
膨
脹
.の
政
策
に
|
|
ず̂
る
.が
爲
め
に
.は
'
農
業
と
の
抱
合
' 

餘
り
に
緊
密
に
、
國
內
の
確
執
に
よ
つ
て
^

^
せ

ら

る

、

こ

と

餘

り

£
大

か

り.き
.、
，
，
然

れ

る

も

^.
の
後
、
#

主
等
に
よ
つ
て
確
保
せ
ら
、
 

れ
た
る
久
し
ぐ
祿
續
叱
る
平
和
と
繁
榮
、
ク
レ
ィ
ス
テ
ネ
ス
に
よ
つ
て
'行
ば
れ
た
'る
：政
治
的
改
造
、
^

び
；其

の

重

^

製

造

品

特

に

橄

檄 

犰
及
汉
陶
器
の
發
達
は
同
國
を
し
て
商
業
的
维
覇
戰
に
參
加
，せ
し
め
た
り
。
其
の
結
掘
は
長
き
に
亙
れ
る
ヱ
ー
デ
ー
ナ
と
の
苦
闘
と
爲 

つ
一
て
.現

ル

だ

ヶ

°;
.
:波

斯

主

ダ

レ.，ィ
ホ-ス

が

龙

地

：と

水
^:
を
.要
；求

す

：
る

が
㈱
^;
'
に
#

_
に
使
者
を
遺
し
た
る
時
、
.エ
ー
ヂ
彳
ナ
人
は
平
ば
. 

账
典
人
に
.對
^V

る
憎
惡
よ
り
，
半
ば
波
赃
王
寒
の
浪
岸
ぬ
於
け
.る
其
の
贬
カ
&
る
鄺
薬
.
^
護̂
.せ
ん〖

と
す
る
の
希
望
.よ
り
し
て
：是
れ
等 

降
服
の
：微
證
を
與
へ
り
，
ffiierod., 
一
 vi: 4

9
0
0

嫩
れ
象i

地
.o'
所
業
に
'由
つ
で
ス
-•
ル
タ
人
の
豸
か
に
懲
膊
ぜ
ら
れ
た
り
。
愛
に
め
い 

で
承
>
ク
ザ
ル
，

V

セ
f

’ズ
办
遠
怔
に
際
し
て
ぼ
彼
れ
導
は
共
の
同
欧
に
味
方
じ
’
^
ラ
も
ス
鐵
頭
の
^
に
龙
い
て
は
花
々
し
く
戰
へ
り
。 

初
め
コ
が
ダ
ト
为
は
.雅
典
が
彼
：れ
寧
の
共
同
.か
敵
を
：齡
倒
す
る
.上
.ゆ
於
い
^

此
0
新
競
爭
客
に
好

'
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.而
_し
て

同

國

が

、
：

.

_鑛

_

の

れ
をn
リ
.ン
ト
ス
の
手
中
に
：殘
す
の
考
へ
，に
至0.

て
は
更
ら
一
に
乏
し
I

I

悟
り
た
る
.時
は
旣
に
遲：

か

五
卜
九 

.

年
よ
り
择
ノ
年
に
瓦
り
同
國
はH

丨
チ
丨
'ナ
の
非
運
を
墨
す
る
が
爲
め
に
必
死
容
力
を
行
へ
'り
と

離
も

、
而
も
#
の

墓

な

く
、
 

ェ
丨
チ
丨
ナ
は
長
き
S

の
後
、
f

ス
聯
盟
S

入
し
て
進
貢
す
る
£

f.
、
*:
が
て
又
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元
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誓

罕
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斯

し

て

^

、チ
丨
ナ
と
の
圃
f

よ
り
免
れ
た
る
邪
典
は
觅
ら
に
有
效
亿
西
方
に
於
い
てn

リ
ン
ト
ス
と
相(

♦
ふ
こ
と
を
得
た
リ
o
. 

此
處
に
は
紀
I

第
六
世
紀
以
後
絕
I

ア
ッ
チ
ヵ
の
陶
器
I

の
聲
價
を
高
め
つ
.‘

り
し
な
り

る
最
良
の
港
を
荷
す
る
ナ
ウ
。ハ
タ
ト
，ス
が波
斯
戰
役
以
篇
典
人
の
.手
中
に
：歸
せ
，る
.こ
：
と
.
、
.同
戰
役
後
、
暫
く
コ
：9
'ン
ト
ス
と
戰
へ
る 

メ
ガ
.ラ

爲

f

同
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六
十
一
.年
、市C

に
雅
典
の
守
備
隊
を
受
け
容
れ
た
る
が
爲
め
に
.雅
典
は
直
接
コ
リ
ン
ト 

K

_

_

l得
た
る
こ
と
、

I

に
同
灣
I

岸
|

ア
ヵ
，弄

が
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I

f

方
の
海
路
を
コ
リ
ン
ト
ス
に
對
し
て
讓
す
る
を
得
せ
.し
め
f

o
雅
典
I

f

ス

の

戰

に

於

而

し

て

紀

元
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十
九
年
の
ェ
ウ

ル

ュ

海

上
の
露
と
爲
り
、其
の
.塵

を

I

I
方

匿

醫

せ
ん
と
と
I

賞
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テ
ミ
ス
■ト
ク
：レ
，ス
，の
提
議
に
よ
？

、
ビ
ラ
ェ
工
.ウ
ス 

0

町
は
强
I

る
喔
f

築
か
れ
、

ぺ
リ
ク
レ
-X
0
時
代
に
設
け
ら
れ
た
る
長
域
に
よ
つ
て
雅
典
と
蓮
絡
せ
：し
め
ら
れ
、
而
し
て
间
半

.

•結
の
.三
要
漼
、
：却
ち
®
側
政
於
け
：る
：舊

*
工
ウ
猱 

キ
ア
は
充
分
に
利
用 

せ
ら
る
、
こ
そ
爲
れ
り
o
'ピ
.ラ
.チ
子
ウ
ス
5

1

北
部
璧
小
鄭
に
分
た
れ
、
ゼ
-
ア
は
^
 

'ア
ブ
ロ
デ
ィ
シ
オ
ム
は
一 

般
商I

ロ
に
、
而
し
て
力
ン
タ
ロ
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戰
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に
充
て
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れ
た
り
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來
货
^
鄉
寶
市
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A
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O
P
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ら
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は
建
^
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ら
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'
倉
庫
は
建
設
せ
ち
れ
^
り
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地
中
海
及
び
黑
海
の
あ
ら
.ゆ
る
方
商
ょ
り
.幾
百
艘
の
^
账
は
穀
物
.
酒

類
• 0

F
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-

干
 ̂

瓯
麻
、
'大
麻
、
材
木
、
.
_
&、
.木
炭
、
奴
隸
其
の
他
.の
貨
物
を
穑
載
1.
て
此
處
に
入
港
し
、
而
し
て
汕
、
葡
萄
酒
、
乾
無
花
艰
蜂
蜜 

陶
.器
等
の
雅
典
の
財
貨
を
積
み
&
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セ
出
港
せ
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す
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き
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苽
！
き
の
大
建
築
は
、
獨
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•
貧
州
の
み
な
ら
ず
、
美
觀
を
も
亦
與
へ
た
り
。
而
し
て
ピ
ラ
チ
エ
ウ
ス
■の
町
は
初
め
て
幾
何
學
的
原
則
の
. 

上
に
都
市
を
建
設
す
る
の
義
を
奢
た
る
偉
大
な
：る
，

家
、、、
レ
丨—

ス
の
ヒ
ボ
ダ
マ
ス
，(「

前
史」

ニ
五
〇
丄

S
 9

設s

に
從 

ひ
、
交
叉
路
を
以
？

方
形q

街
廓
に
區
劃
.せ
ら
れ
、
此
處
に
命
纖
及
び
異
鄕
Q

.

5

Q廟
祠
、
店
舖
及
び
旅
翌
ち
.列
び
、
世
界
が

.
D
^
K-t
l
t-
,
o;o
.-~
\
.
c
a
m
b
r
i
d
g
,
e
'
A
n
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i
e
n
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.
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s
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r
y
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o
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p
'

cir. pp.. 
1
00
-
2
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)

で
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十
三
-'
:

:

■

'

斯
く
の
如
き
紀
元
前
第
五
世
紀
に
於
け
る
雅
典
の
壯
觀
は
、.
洵
に
同
國
に
し
て
他
の
重
大
な
る
負
檐
を
荷
は
し
め
ら
る
、
こ
と
な
か 

.

V

し
な
ら
ん
ド
は
、
食
料
及
び
原
料
'CD
.不
蕾
附
帶
せ
る
羅
に
打
ち
勝
つ
‘こ
と
を
#

て
、
此
の
.；國
は
永
き
商
業
的
繁
榮
の
時
代
を
享 

有
す
る
を
得
た
る
な
る
可
じ
と
做
す
の
感
耷
抱
：か
し
む
：る
.も
の
あ
'
?:°
同
國
の
..荷
は
じ
‘.め
ら
れ
^
^
^
^
^
^

X
リ
ク
レ
ス
の
大H

等

^
满

き

て

の

做

會

瀨

濟

史

询

考

察
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リ
ク
レ
.ス
の
大
エ
.事
に
就
、き
’て
の
撒
脅
漉
濟
史
御
考
蘋
、 

四
'六
.

(

ー
ニ
ニ

\)
ベ
.る
圣
事
是
れ
f

。：
 

2
ジ
f

敎
授
f

でr

國
家
f

諸

、
_

等
§

し
r
而
し
セ
都
市
と
し
て
は
彼
れ
等
I

巧
占
財
寶
は
、、：

ペ
リ
ク
レ
，ス
.に
I

て
不
生
產
|

公
の
エ
|

鑑
費
せ
ら
れ
た
り」

と
。 

(
G
i
n
g
h
a
m
;

 
o
p
.

癸

，.
p
.-
'
y 9-)。：：

へ
リ
ク
レ
■ス
は
偉
大
な
る
公
事
業
を
興
す
.に
.
5り
て
、
.
.一
方
に
は
雅
典
の
威
名
を
高
む
る
と
共
に
、他
方
に
は
幕
を
流
通
せ
し
め
、
 

市
民
湯
し
で
職
を
與
ふ
可
き
I

'
と
信
じ
た
I

る
可
し
。
.
'雅
典
の
威
^
^

し
.て
辱
に
其
の
同
盟
_

の
嫉
妬
心
を
高
か
ら
し
む
る
.に
資
せ
る
に

過
ぎ
ざ
之
や
否
や
.は
姑
く
之
れ
を
問
は
ざ

p
i
e
s
,

 

1
2
0
、
.

而
も
彼
れ
に
ょ
つ
て
指
導
せ
ら
れ
た
る
骓
典
市
民
の
活
動
力
の
方
向
が
、
政
治
的
勢
力
と
し
て
ょ
り
も
、
寧
ろ
經
脊

的
都
市
と
し
"て
.の
雅
典
の
產
業
的
及
び
商
業
的
生
活
の
永
續
的
繁
榮
I

成
す
f

の
に
非
f

し
I

は
明
か
f

o
チ
ュ
ロ
ス
に

焚

せ

ら

れ

誉

奴

_

働

及

奚

Q

I

I

8

I證

業

品

S

I

ら
れ
、
而
し
て
是
れ
等
I

靈

f

は
他
の
諸
邦 

:
H

寶
却
.せ
，ら
れ
、
.
.斯
く
て
碁
の
源
衆
を
創
造
.し
、
そ
^

働
と
を
取
得
す
'る
，の
，屢

真

.へ

.、，，斯
く
て
書

^
に̂
太
な
，る
富Q

増
加
に
對
す
る
；機
會
を
供
し
た
り
。
之
れ
に
反
し
て
.ペ
リ
ク
レ
ス 

.

.
の

興

せ

る

謹

は

何

等

經

濟

的

目

的

に

資

す

る

所

な

く

、

是
れ
I

し
て
貨
幣
上
の
收
益
を
擧
げ
、
又
は
他
の
地
方
に
輸
出
せ
ら
れ
、
 

，若
し
く
は
S

に
I

I

.の
生
產
：に
利
用
せ
象
、
こ
と
.能
は
.ず
し
て
、
之
れ
§

1

•

f

f

iを
得
ず
。
ペ
リ
ク
レ
.ス
は
人
民
の
爲
め
I

利
な
る
仕
f

求
む
る
に
努
め
て
、
彼
れ
等
の
精
力
を
不
生
産
的
な
る
公 

..のH

事
に
向
は
し
め
た
3
0彼
れ
の
指
輝
の
下
1C
®
立
せ
ら
れ
た
る
宏
壯
な
る
建
築
は
同
市
£

1
吸
次
し
た
る
に
恂
ら
ず
、
之
1

C

對
す
る
報
酬
と
し
.て
何
等
，の
自
然
的
資
源
若
し
く
は
通
商
上
|

宜
を
發
達
ぜ
し
む
る
こ
と
な
か
り
し
な
り
0
財
寶
は
唯
だ
之
れ
を
限 

に
消
費
し
去
ら
れ
-て
、
産
業
若
し
く
は
商
業
に
使
：用
せ
ら
れ
允
る
資
本
ょ
り
生
ず
る
が
如
く
、
之
れ
を
歸
す
る
の
方
法
#
す
る
こ 

.

1
し
。
，そ
.は
美
術
的
に
は
卓
絕
せ
I

、‘
而
名
經
濟
的
に
は
無
價
値
浪
る
形
態
裡
|

鎖
せ
ら
れ
た
る
な
り
0
ヵ
ー
1
ン
ガ
ム
敎
艰
は 

斯
く
の
如
く
に
觀
，る 5
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^

-
3-
-&
l

::
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.
o
i
r
p
p
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1
1
9
-
's
r)

o 

ぐ

.〔
：

:

.
純
然
た
る
國
象
的
强
火
と
經
濟
的
繁
盛
'の
見
地
没
り
す
れ
ば
、，
其
：

g:

獨

-W
;
が
外
國
贸
S
に
依
賴
す
る
雅
典
は
共
の
壯
太
な
る
建
築
に 

國
家
の
資
源
を
薩
す
る

I

な
く
、：
恐
ら
X
先
.づ
其
の
海
陸
の
.策
f

固
め
、
之
れ
を
籠
す

I

力
を
續
行
し
、
而
し
て
次
第
に 

國
內
に■

增
加
し
つ
、
.あ
•る
、
土
地
を
喪
へ
^
食
民
：の
勞
働
を
利
用
し
て
？
國
產
|

達
せ
1>
め
、
輸
出
を
增
加
す
る
の
政
策
を
施
す
可

•t
も
の
な
り
し
な
ら
ん
。

；
 

：

■

「

：

.

.

:

黑

海

を

制

す

る

.：の 

一
#

は
大
國
と
し
て
■の
雅
典
.に
取
り
て

絕
.對
の
必
要
な
る
に
拘
ら
.ず
、

.同
國
は
：ゼ
ュ
ザ
ン
チ
オ
ン
に

於
い
て
沪
峽 

を
守
：り
、
極
め
'.て
狹
小
な
る
緣
邊
.の

：領

域

を

保

有

す

る

、
に

過

ぎ

.ず

し

て
、
眞

re
此
の
死
沿
的
重
要
，の
地
點
に
陸
上
ょ
り
接
近
す
'?
)
占
を 

.得
ず

。

F

1
亜
惻
に
於
け
る

波

斯

若
し
义
は
其
の
反
對
側
に
興

起
す

可
•き
镦

羅
巴

め
强

國

社

何

れ

も

»
典

の
#
在
を
脅
す

|

.し
。
爾
典
に
し
て
北
方
及
び
北
衆
.に
更
ち
に
多
く
の
領
土
を
獲
得
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
同
國
を
し
.て
能
く
其
の
.經
濟
的
破
滅
を
免
る
\ 

,
を

锝

せ

し

ぴ

る

も

0
は
鷗
り
共
の
海
軍
カ
あ
.る
0
み
な
1)
'
タ
西
方
の
商
路
を
i

f
る
も
.の
は
コ
リ
ン
ト
X
な
：り
.0
此
.の
：
時

代

の

小

船

舶
 

.は
べ
せ
.ポ
ジ
ネ
：ソ
ス
半
秦

の

南I
る
危
險
な
^
海
洋
を
避

ぐ

：る
、：

が
铸
め
に
此
CD
钕
小
な
名 

此
の
行
路
を 

」
：

て
威
に
安

全
.故
ら
：し
め
ん
，
卷

ば

、
.事

實

土

希

職

の

蚤

部

■

參

養

と

必

要

放

り

紫

る

可

^

:
;

(

リ
.
.ク'
.レ.
.ス..：の，.大
±
事
に
.就
き
^
^
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.

.

.
^
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供
給
を
得
ぜ
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I

方
：I

路

条
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等
：し
I

軍
力
f

看

：の

蟲

I

f

讓

慕

ち

身

も

.

I

 

I

の

兩

通

备

I

f

波
斯
は
雅
典
の
I

す
る
久
し
き
以
前
I

い
.て
旣
I

死
の
狀
態
裏
り
し

も

、

f

■
せ
り
.と

客

、
.
I

I

S末
端
S

S

他
の
諸
■
は
棄
地
中
海

I

業
I

配
ず
可
く
遙
I

 

蛋
名
可
し
o (

哲 i
g
?

 

o
p
. 

at.r:p. 

4
1
3

 

. 

'
,
:

ン
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「

雅
典
は
舞
海
洋
の
：支
.I

に
依
り
セ
、
：c

#

、
I

利g
、

ー
キ
,
プ
P
ス
、
，リ
>
デ
ィ
.ア
、
ポ
ン
ト
ス
及
び
べ
ロ
，、
, 

ネ
ソ
スQ

最
上
I

選
物
の
總
べ
て
を

一：處歲
む
る

I

I

U

,む
|

。
篇

|

,

,

」

1
>
6 

Rep. 

iL 

7
，)。

而
し
て
览
典 

及
び
.

他
の
希
職
諸
邦
I

ょ

在

力

，に
依
i

貿

卺

_

と
獨
立
I

確
保
す
1

為
め
に
、
其
の
最

善
.を
致
せ
り
。(

前
掲 

「

雅
典
國
の
收
入」

：t
l

f

 
二

簾

照

)

。
而
し
て
雅
典
の
敵
は
又
讓
の
供
給
I

斷
す
る
に
f

て
容
易
に
之
れ
I

傷
し
得
る 

こ
I

知

變

り

。
斯
く
の
'如
I

I

、
不
管
し
ス
ペ
ロ
'ボ
S

ツ

ス

疆

の

時

代

袅
い

て

客
 

雅
典 

は
同
國
か
陳
.走
於
い
て
は
、
最
：早
3

ル
：タ

霞

孪

る

I

能

菩

差

f

t

時
に
於
い
.て
す
ら
、
霞

共

の

1

力
I

 

持
す
る
こ
I

l

f
、紀
元
前
四
S

I

、
5
 

5

4
名
海
戰
に
於
け
I
 

,サ
ン
ド
,

.の
：勝
利
は
同
國
を
し
て
蜃 

の
k

k
に
.機
ま
し
め
終H

之
れ
把
致
命
的
打
雞
を
與
へ
た
る
な
り

.。(
c
 x

e
l
h
.
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I

芒

。
.而
しH

マ
：ケ
ド
.ニ
ア
の
.フ
ィ
リ
ッ
ポ
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ユ

ザ
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チ

オ
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占

領
S

力
せ
I

り
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着

r

雅
典
^

く
縱
令
ひ
、
雅
典
が
其
1

1

1
ぃ
塞
生
產
的
大
土
木
I

s

f

.蕩
盡
す
る
こ
と
f

り
し
と
す
f

、
か
の
チ
ュ
ロ
ス

及
び
.ミ
レ
ト
ス
.が
遂
に
波
斯
人
..の
攻
擊
に
對
抗
す
る
こ
と
を
得
ざ
り
し
が
如
ぐ
、
掘
し
て
能
く

 C

商
時
の
政
治
的
狀
態
に
於
い

V

其
の
自 

|1
1
を
維
持
し
得
：る
底
の̂

#
の
窜
備
を
盤
へ
得
し
や
否
：や
は.疑
問
な
り
。
然
れ
ど
も
苦
人
は
倚
ほ
此
の
國
を
衰
弱
せ
し
め
、
典
の
國
富 

と
.國
力
と
の
.褻
類
を
し
て
一
骚
確
氍
且
つ
急
速
な
ら
し
め
た
る
財
政
的
原
闵
の
存
す

〔

る
こ
と
を
認
ぬ
ざ
る
を
得
ず°

•

.十
四
： 

• 

. 

.

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
著
と
し
て
傅
は
る「

經
濟
學」

：：ゆ
、
^
市
的
國
^
の
«:
濟
、
即
ち
政
治
的
經
濟
の
_
入
中
に
在
り
て
、
最
良 

の
も
の
は
土
地
の
特
產
物
、:

特
に
鑛
山
よ
り
生
ず
る
も
.の
、
第 
一
5-
港
に
於
い
て
赋
課
せ
ら
る
A-
通
過
税
及
び
之
れ
に
類
す
る
一
課
税
、
. 

第11T

は
！2
常
坐
活
上
の
事
項
よ
り
坐
ず
る
：も
の
と
做
せ
.り
0
^
3
2
^
>
&

§
,
,
 .CECOnrJI. lit 「

前
史」

一一，
一-
:丄
ー

藝

照)

。
然
れ 

ど
も
雅
典
が
地
所
，
家
屋
、
石
{1
1
及
び
.其
の
他
の
公
有
財
產
よ
り
擧
げ
得
た
る
高
ぱ
デ
女
リ
：才
ン
‘
0銀
山
並
|び
に
マ
ケ
ド
チ
ア
及
び
ト 

ラ
キ
ア
に
於
い
て
取
^
せ
る
^

山̂
よ
り
生
ず
る
も
.の
を
.除
き
て
.は
.、.、恐
ら
く
さ
ま
で
大
な
る
も
の
に
‘は
非
ざ
り
し
な
る
可
し
。.
.ラ
ウ
，
 

リ
オ
ン
の
銀
山
の
採
掘
料
は
.雅
典
の
重
要
な
る
•收
入
の
枭
酿
な
り
し
も
、
ソ
ク
ラ
デ
ス
.及
び
'ク
セ
ノ
フ
ォ

■ン
ー
の
時
代
'に
於
い
て
旣
に
# 

の
鹿
出
額
を
減
じ
、
ス
ト
ラ
ボ
ン
.の
時
代
以
前
に
於
い
て
全
然
採
掘
し
！|
さ
れ
た
る
こ
と
吾
人
が
他
の
機
#^
に
於
い
て
述
べ
■た
る
が
如 

し
-o
.

(

前

掲「

雅
典
國
の
收
入」
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A
頁
參
照)

。
僧
主
ベ
ィ
シ
ス
ト
ラ
ト

.

ス
は
'ア
ッ
-
チ
力
o.
土
地
ゆ
土
に
共
の
產
物
の
十
分
の
一
.浩 

し
く
は
ニ
十
分
の1

の
.租
税
を
赋
課
し
、：
是
れ
に
.ri
r
り
て
ノ
少
く
と
も
以
前
に
は41

地
を
有
ず
，る
と
i
な
か
り
し
者
に
對
し
て
は
毫
も 

欠
■な
‘
負
擔
た
る
こ
と
な
き
0.
:觀
あ
る
堅
實
啟
る
收
人
を
擧
ぐ
る
：こ
と
を
得
た
り
0'.然
れ
ど
も
彼
れ
の
後
繼
裁
の
財
政
制
度
は
斯
く
の 

如
含
直
接
課
税
を
以
つ
'て
、
非
常
手
段
.た
：る
外
は
、
市
民
の
自
由
を
侵
害
す
■る
も
‘の
：と
做
せ
，る
民
.主

々

義

，
の
：政

府

忆

よ

つ

て

.拋
槳
せ
•ら
.

<

リ
ク
レ
ス
の
大H

事
に
就
き
て
の
社
會
經
濟
史
的
考
察
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き
て
の
社
會
經
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史
的
#
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r
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D 

れ
た
.り
？
然
れ
ど
汽
雅
典
人
は
ぺ
.ロ，'ボ
シ
ネ
ソ
ス
戰
役
ぬ
壓
迫
忙
^

^

3

と
稱
す
る
財
產
栊
を
賦
課
し
、
レ
.

K

ボ
ス
の
大
部
分
ゆ
叛
起
を
率
ゐ
知
る
ミ
チ
，チ
V

Iネ
攻
圍
办
#
用
を
噼
ず
る
が
爲
ら
にf I 

百
タ
ラ
ン
ト
ン
を
擧
げ
て
ょ
り
>
:頻
々
と
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分
、
.後
に
至
つ
で
二
分
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引
き
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げ
ら
れ
た
る
海
關
税
に
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き
て
は
_
き
に!

言
せ
る
が
、-其
の
適
度
の
稅
率
は
國
家
をU
て
許
窬
的
敝
税
を
防
止
ず
を
複
雜
な
る
手
段
を
講
ず
る
の
_

な
如
ら 

じ
め
た
る
に
拍
ら
ず
國
家
に
取
り

■て
重
要
な
る
收
入
の
泉
源
を
形
成
せ
る
も
の.に
V
て
、寄
人
は
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン

Q

著
作
に
據
K
て
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獨
り
奴
課
に
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す
る
輸
入
税

Q

み
め
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も
著
し
き
高
に
；
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せ
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す
る
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可
し
® 

.
雅
典
人
£

て
彼
れ
#
の
堂
々
た
る
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業
的
地
位
を
能
ふ
眼
り
利
用.す
る
に
努
め
し
な
ら
ん
纪
は.、
彼
れ
等
は
.頗
る
著
大
だ
る
質
易
を
發
達
せ
し.め
し
な
る
可
し
？
然
れ
ど
も
、 

未
だ
機
械
.の
使
：用
を
見
ざ
り
し
當
時
の
工
業
に
於
い
て
、
太
規
模
の「

工
業
的
坐
產
を
發
達
せ
し
め
ん'と
せ
ば
、
勢
ひr

生
け
る
機
戒
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即
ち
奴
隸
の
使
用
を.大
な
ら
し
め
ざ
.る
可
ら
t

大
規
模
，の
奴
隸
工
場
の
増
加
は
支
、
民
主
的
雅
典
國
の
#
員
上
の
支
配
者
た
る
小
エ 

業
者
の
利
益
を
脅
す
も
の
た
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
是
れ
當
時
に
.於
け
る
民
主
的
政
浒
家.の
到
底
斷
行
し
得
ざ
る
所
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國
境
に
於
い
て
徵
收
せ
ら
る>'
.租
税
に
關
し
て
は
何
等
の
證
左
な
き
も
、
紀
元
前
四
百
十
三
年

、

骓
典
は
同
國
に
從
屬す
る

同
盟
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邦
ょ
り
の
貢
納
を
悉
く
廢
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し
、
是
れ
等
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庸
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於
い
て
海
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經
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出
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入
せ
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貨
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に
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し
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萬
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よ
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れ
る
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雅
典
の
將
軍
等
が
力
ル
ケ
ド
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領
域
內
に
於
け
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，海
港
タ
リ
ュ
ソ
ポ
リ
ス
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築
け
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れ

篇

身

の
所
有
地
に
於
い
て
.彼
れ
等
自
身
の
坐
黯
持
の
方
法
存
.し
た
る
.が
敌
&
;'
:
>
f
 く
は
：是

れ

等
;:
o
.鬆

：の
或
るf

免

る

、 

M

と
.4
樹
た
る
な
ら
ん
も
、
而
も
是
れ
等
の
.も
の
は
貨
闲
な
る
市
玛
に
對
し
て
.は
間
接
の
.負
擔
を
形
成
し
、
而
し
て
■
又
外
來
民
は
是
れ 

1

.

1
る

廊

迫l

i

り
し
I

一. 
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.■»
典
の
財
政
に
於
い
て
M
要
な
る
役
割
を
演
じ
た
る
も
.の
は
デ
口

ス
聯
盟
に
參
伽
せ
る
諸
邦
に
よ
つ
.て
、
最
初
は
波
斯
戰
役
の
赀
用 

• I
す
る
H

俯
：̂
し
て
、
後
に
は
爾
馓
諸
都
よ
A
要
成
せ
ら4

た
る
貢
納
と
し
て
支
狒
は
れ
た
る
高
营
o
然
れ
f

這
般
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:'
M
納
は
、
或
ひ
は
馨
の
爲
め
に
生
じ
た
る
證
S

り
、
或
ひ
は
同
碧
の
背
反
に
ぬ
り
て
、
f

其
の
支
拂
不
規
則
と
爲
り
、
全 

激
介
1

ら
る
、
こ
と
す
ら
あ
り
七
が
故
に
、
不
安
固
、
不
確
窘
る
收
入
た
る
を
免
れ
ざ
り
き
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參
概
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そ
は
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日
よ
り
觀

一
て
、
當

簾

る

少

額

I

I

を

得

ず
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へ
ロ
ト
ト
ス
は
蠶
多
甚

f

有
し
て
著
し
く
甯
裕
な
り
し
タ
ト
ス
の
收
入
を
以
つ
て
.

平
年
二
否
タ
ラ
ン
ト
ン
、
最
良
の
年
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於
い
て
三
I

フ
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ン
と
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做
せ
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こ
と
を
厂
す
も
衍
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-疋
れ
冬
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部
的
收
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る
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な

る
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し
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部
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收
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賴
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資
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滿
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可
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せ
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這
搬
の
收
入
は
能
く
雅
典
國
の
經
常
费
に
應
ず
る
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足
れ
り
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殊
に
課
税
に
よ
り
て
微
收
せ
ら
れ
た
る
箸
し
き
金
額
存
す
る
と
共
に
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市
民
は
又
虫
と
し
て
公
務
の
直
接
遂
行
に
よ
り
て
彼
れ
等
に
割
り
當
て
ら
れ
た
る
所
の
も
の
を
貢
納
せ
る
の
裏
實
に
想
達
せ
ば
、
苦
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歷
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然
る
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猗
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す
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，
る

可

し
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實
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；
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す
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な
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つ
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れ
た
り
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共
の
財
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云
タ
ラ
ン
ト
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に
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し
た
る
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典
市
民
に
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せ
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れ
た
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勤
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ĉ-
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に
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翦
を
之
れ
に
供 

し
、
競
技
に
際
し
て
は
必
要
な
る
配
.備
及
び
裝
飾
を
現
場
f
c施
す
ギ
ユ
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等
に
し
て
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又
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務
に
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時
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る
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富
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市
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る
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、
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者
に
扶
助
を
與
.へ
、
.
又

父

の

戰

死

に

由 

り
て
孤
兒
と
爲
れ
る
客
を
成
年
と
爲
る
ま
で
扶
持
せ
り
。(ploutarch.,. 

C
i
m
o
n
,
10; 

Aristeides, 

Panathenaicus, 

口
，p. 

3.31 ， 

ed. c
a
n
t
o
o

而
し
て
第
五
世
紀
末
、
殊
に
紀
^
前
四
百
十
三
^
、

5

ル
'タ
人
：の
.テ
：ケ
：レ>

 
イ
ア
占
領
後
に
於
け
る
地
方
人
民
の
廢
潰 

.は

.

一

勝
寬
大
な
る
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
を
餘
儀
な
か
ら
し
め
、
無
能
力
者
に
對
す
ゐ
給
與
は
リ
ユ
シ
ア
ス
の
時
代
に
於
い
て
一
オ
ボ 

.ラ

.ス
な
り
し
も
の
が
、一

?
'ボ
リ
に
增
加
せ
し
.办
&
れ
た
り
。
人
民
に
對
す
る
ー
.日
ニ
オ
ボ
リ
の
支
給
た
る
デ
ィ
オ
べ
リ
ア
2
§
>
;
^

) 

は
'雅
典

の

煽

民

政

治

家

ク

レ

ー

オ

フ

ォ

ン

の

案

出

せ

る

所

な

る

が

1
精
確
に
何
人
に
對
し

、
'
 

叉
何
.に
對
し
て
支
給
せ
ら 

れ
た
る
や
は
明
瞭
な
ら
ギ
。
タ
レ
ー
オ
フ
ォ
ン
及
び
其
の
ー
黨
：が
政
齡
を
#
握
せ
る
時
代
に
於
い
て
、
大
衆
の
生
存
權
は
更
ら
に
紀
元 

前
四
百
〇
九
年
のH

レ
ク
テ
イ
オ
ン
の

'其
れ
を
初
め
と
し
て
國
家
的
大
建
築H

事
の
#
開
始
に
曲
り
て
承
認
せ
ら
れ
た
り
o
' (c

am.

げ
a
d
s 

A
b
d
e
n
t
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？
テ

：:

長
時
に
苴
れ
る
戰
役
は
又
、
多
く
の
勞
働
と
資
源
と
を
不
生
産
的
方
面
に
向
は
し
め
、
國
土
の
蹂
躪
、
財
産
の
破
壞
、
農
民
の
，窮
乏

:

と
相
俟
つ
：て
絕
大
な
る
損
寄
を
與
ベ
た
り
。
前
述
の
如
く
*
デ
モ
ス
テ
ネ
ネ
は

、.

酿
典
人
：が
官
額
o'
軍
資
金
を
傲
有
せ
る
.に
拘
ら
ず
、

.之
れ
を
祝
祭
；に
蕩
盡
し
去
れ
る
こ
と
を
長
嘆
し
つ〜

あ
り
。
而
も
管
^
に
祭
典
の
み
な
ら
^
、
-彼
れ
等
の
.
®せ
.
る

大

ェ

事

と

莫

大

な

る
:

國
家
.的
：支
給
と
は
最
も
不
幸
な
る
結
集
を
招
來
し
つ
ゝ
あ
P
し
な
奴
。：

ま

典

，は

其

の

商

業

的

發

展

'の
時
代
に
於
い
て
、
火
資
產
が
少
數

:

者

の

手

.中

に

蓄

積

也

ら

る
X
を

見

た

り

。

：：

而
も
べ
.a

ポ
ン
ネ
ソ
ス
戰
役
後
に
.：於
い
.
.て、
國
富
の
增
加
は
停
止
せ
ら
れ
た
认
。
而
し
て
人
民

は
大
部
分
都
會
人
七
化
し
て
、
其
の
原
始
的
勤
儉
の
風
を
失
ひ
、
：甶
園
へ
；の
復
歸
は
不
能
：な
し
め
ら
れ
た
り
。
雅
典
の
支
配
階
級
た
る

'民
衆
の
：生
活
を
保
證
す
，る
が
潙
め
に
は
主
と
し
て
國
家
的
支
給
の
制
度
に.依
ら
ざ
る
.を
得
ざ
り
し
な
り
。恐
ら
く
雜
典
の
政
治
家
は、

紀
.元
前
三
西
五
十
三
苹「

骓
典
收
入
論」

(/7

そ
Q
f 

f

含
^

i
z
~§

§.
か

を

著

し

て

-、：，私
有
'資
本
が
單
に
典
の
所
有
者
一
個
の
富
裕

を
齋
す
に
.過
ぎ
ざ
る
：に
皮
し.、■

國
衔
資
本
が
全
市
民
を
し
て
洽
く
富
裕
な
ら
し
む
.る
，の
故
を
.以
つ
：て
、
之’れ
に
貢
献
す
る
所
、
更
ら
：に
大

，.な
り
.■と

觀
じ
、：1

種
の
：產
業
)In
;

#化
を
.提
唱
'せ
.る
の
觀
'あ
る
.ク

セ

ノ

フ

：
ォ

ン

(
「

前

史 

ー
八
五1|
參
照)

に
從
つ
て
、
其
の

國
有
資
本
を
.
^
!§す
_る
^
共
.に
、經
濟
的
收
益
を
期
待
し
得
可
.き
毕
產
的
事
業
：に
其
.の
勞
働
カ
を
便
：傭
す
可
き
も
の
な
»)
.し
な
る
可
し
0

然
れ
.ど
も
、
旣
述
_の
如
く
、パ
當
時
馨
_
に
於
い
て
ば
公
經
營
の
行
»
る
|

龜
め
て
少
な
く
、
.而
じ
て
共
の
少

絕
望
的
に
腐
吹
ぜ
$

斯

く

の

如

き

狀

態

：
の

下

に

在

つ

て

"は
>
賢
明
杈
る
政
治
家
は
安
ん
じ
.て
：
國

家

的

あ

樂

の

範

圍

を

擴

張

せ

ん

.と

企

圖

す

る

こ

と

能

は

ざ

り

し

な

ら

，ん

0
:

の
大H

事
に
就
I

®
社
#
舞
濟
史
的
考
察
- 

八

.
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九
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六
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c
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r
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l
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r
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"
,へ.-
.

六

ヘ
リ 

> 
レ
ス
の
時
代
に
於
い
て
、
：旣
t
農
業
は
營
利
的
見
地
よ
り
經
營
せ
ら
る
，V
;に
至
り
.、
' 土
地
を
離
れ
た
る
，貧
は
都

市

に

群
集
'

せ
0
。
地
直
於
い
一
て
零
f

る

小

驚

は

：雅
典
市
に
於
け
る
賃
銀
勞
働
市
民
の
.群
I

康
せ
し
め
f

c
 

f
都
市
の
'工
業
は
被
1

の
時
代
に
於
い
て
も
、
亦
其
.の
後
の
時
代
に
於
ぃ
て
も
、
未
露
れ
等
の
大
衆
を
雇
傭
す
可
.き
大
規
模
の
も
：
た
る
を
得
ず
o
'
1

の

製
靈
業
は
家
內
及
び
工
舞
に
於
い
.再
は

れ

：た
る
も
、
其
の
大
I

は
.小
規
,

l

t

o

.一
一
十
人
の
I

者
を
一
所
に
集
め

た
る
も
の
は
可
f

に

裔

f

の
と
看
做
さ
れ
t

o
仕
|

殆
ん
ど
全
ぐ
人
手
：に
よ
り
て
行
は
れ
た
りO

雅
典
人
は
.「

f

 

I

具」

即
ち
奴
織
な
く
し
て
霧
せ
表
得
る
|

を
想
？

|

得
ず
し
で
>
最
小
の
|

も
、
職
人
と
し
て
數
人
の
§

|

し
、

管

ざ

f

 -

助
手
と
し
て
少
く
も一

人
の
奴
謙
を
有
せ
り
と
離
も
、
而
も
1

奴
S

又
、
近
代
的
大
I

I

働
客
の
如
く
、
多

數
f

集
圆
を
形
成
す
t

と
な
か
I

O

.

(
「

前
史」
一
一
一
三
丨
四
豪
照)

。
而
し
て
紀
1

第
I

紀

，：
後

平

以

後

に

於

け

る

、

奴

f

働
に
.よ
る
製

S
業Q

發
達
は
漸
く
自
由
手
工
業
者
の
數
を
減
少
せ
し
め
、
彼
れ
等
の
危
機
を
感
ぜ
し
め

っ

i

t

し
も
、
而
も

結
.局
、
f

ハ
に
於
け
るH

M
Q

火
多
數
は
經
濟
的
に
自
由
な
る
も
の
忙
し
て
、
.前
述
せ
る
が
如
く
、
骓
典
十
大
演
說
家
の
一
人
に
し
て

大
富
豪
ヶ
フ
ァ
ロ k 

{
J
S
O
X
3
の
子
な
る
リ
ュ
.シ
ア
，ス
f
l
3
が
.其
の
麗
ポ
レ

.マ
ル
コ
ス
.

(Z7

眷

1

C)

と
共
に
經

營
せ
る
大
製
楣
場
は
紀
元
前
四
5

四
年
に
於
い
：て

一

百
二
十
人
の
奴
識
を
.使
役
f

と
傅
へ

ら

る

、

も

、

而
I

市
.に
.於
け
る
工
業 

の
大
荷
分
は
自
技
の
賃
fi
努
勘
者
に
.よ

っ

て

遂
行
せ
ら

る

所

な

り
き

a

 

.

.

.

.

.

V
商
業
は
希
職
の
.都
市
が
太
と
f

t

を
得
た
る
唯
.一
の
方
法
な
り
。
希
職
諸
邦
は
埃
及
、
バ

ビ

口 

ニ
ア
、
ア
ッ
シ
ュ
リ
ア
又
は
波
斯

の
如
き
I

馨
國
に
於
け
る
が
如
美
な
る
農
業
I

f

缺
け
り
。
其
の
塵
は
エ
管
以
つ
て
之
れ
慕
附
け
す

I

依
り
て 

の
み
f

維
持
せ
ら
る
、
を
傅
し
な
り
。
監
ハ
は
當
に
其
の
代
表
的
な
る
も
.の
な
り
。菩
人
が
纖
說
せ
る
が
如
く
、典
の
自
然
的
資
源
に 

依
り
て
安
ら
か
に
支
持
せ
ら
る
\
こ
と
を
得
る
以
上
の
人
口
を
有
し
た
る
同
市
は
、
其S

輸
出
す
る
所
f

の
選
を
輸
人
せ
ざ
る
を 

辱
ざ
る
に
里
れ
り
。
愛
に
於
い
て
乎
、

一

方
に
於
い
て
は
議
上
の
熟
練
裏
達
せ
し
め
て
、
雅
典
の
職
人
を
し
て
原
料
に
如
エ
せ
し 

む
る
に
山
り
v

s

m

l値Q.

走
附
加
す
る
所
を
X

I
し
む
る
と
共
に
、他

方

は

、
輸
送
、
殊
に
_

を
行
ふ
に
出 

り
て
，
結
局
興
の
勤
務
に
對
し
て
原
料
を
以
つ
て
支
拂
は
し
め
ざ
る
可
ら
-ず
。
而
基
人
は
猶
ほ
共
の
外
曼
凝
を
し
て
平
衡
高
せ 

じ
む
る
非
經
濟
的
方
法
を
觀
過
す
可
き
に
非
ず
、
即
ぢ
何
等
か
の
形
式
^
於
け
る
貢
納
の
取
立
f

な
り
。(

K
n
f
,

 

CP. 

a
r 

pp.

3
4

—

5
0
0
, 

. 
ノ 

. 

• 

• 

r
 
: . 

: 

'
-
,
-
,

.:
依
k
、は
il
l：
界
的
市
場
の
，確
立
に
努
力
せ
る
も
、
而
も
眞
に
能
く
航
海
の
危
險
、
國
際
關
係
の
不
安
宠
、
輸
送
後
の
不
廉
、
交
通
組
織 

の
下
良
等

：に
打
ぢ
勝
つ
こ
と
を
得
ず
し
て
ハ
其
の
エ
業
坐
產
物
の
服
路
を
充
分
に
搬
張
す
る
こ
と
能
ほ
ず
、
.而
し
，て
邪
.|
1
|ハ
の
八
-|
1
-樂
钱
ヵ 

共
.の
企
業
を
膨
脹
せ
し
む
可
き
限
界
を
知
ヶ
、
其
の
勞
働
考
の
數
を
限
定
し
つ
；\
t>
る
の
時
彼
れ

*
の
政
^
パ
豕
は
屮
の
に
n/
S
H字
 ̂

込
£
貝
納
を
財
源
と
し
て
、
大
建
築
、大
.土
木
を
起
.し
、
以
'つ
.て
：庶
届
忆
.其
の
，職

を

與
.へ
ぎ
る
.を
将
ざ
^
し
な
り
0「

ぺ
リ
：ク
レ
ス
の
起
せ 

，.る
諸
工
事
は
虛
飾
の
其
れ
.以
外
、
何
等
經
濟
的
闫
的
に
資
す
る
'こ
と
.な
か
り
き
。
是
れ
等
.f

の

は

货

幣

に

換

へ

索

、
.
弟

し

く

は

他 

の
國
土
に
輸
出
せ
ら
れ
、
\义
は

挺

ら

に

，
多

べ

の

.富
の
生
產
.に
利
用
せ
ら
名
、
こ
と
能
は
ざ
，0
き
：0
.是
れ
等
0
も

.の
に
充
て
ち
れ
た
る
敦 

練
と
財
寶
と
は
.永
久
に
囘
收
せ
ら
れ
ず」

.と
觀
じ
、
雅
典
0
1取
太
な
る
名
譽
の
.中
.に
數
，
へ
ら
る
可
.き
共
の
.吹
偉
業
を
以
つ
て
美
の
衰 

:

ベ
リ
ク
レ
ス
の
大
工
事
に
就
乏
て
^
f

經
濟
史
的
劣
察
. 
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タ
レ
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火
工
事
に
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pif
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g
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微
の
’一

原

因

た

ら

し

め

た

る

：ヵ
一
一

：

ン

ガ
A
等

の
.聰

明

な

：
.る
，
意

見̂
吾

人
.は

.#
汰
:&
る

敬
:»
:

表̂

す

る

に

：咨

か

な

ら

ざ

る

と

间

時

に

、

又 

斯
く
办
如
き
大
本
事
に
侬
り
で
雅
典
の
：#
數
市
民
杧
仕
事
を
與
：4
る
の
ー
：事
は
蕺
_

時
0
情
勢
に
於
い
.て
^

/

可

か

ら

ざ

る

も

の

な
 

り

-,
1
.を
認
め
ざ
る
を
得
ざ
：る
な
り
0
事
實
1:
、
-.
厂
切
；の
者
が
.悉
く
國
家
，§
支

拂

令

！

く

石

も

の

^
爲

？

つ

〜

ぁ

る
0
.時
、
神
を
敬
ひ
、美 

を
愛
す
る
國
民
中
.の
麗
：耍
部
分
を
形
成
す
る
技
エ
に
對
レ
て
何
等
わ
滿
足
を
乂
與
へ
ず
し
て
過
ぐ
る
こ
，と
.は
^
明

な

_
る

民

生

的

政

治

家
 

の
到
底
忍
ぶ
可
ら
ざ
る
所
な
り
。：
斯
く
て
べ
：リ
ク
レ
ス
は
、富

者

-|
:
し
.て
.國

家

の

：
負

撸

に

财

政

，
的

に

參

加

せ

し

め

.、
又

農

民

に

土

啮

を

與
 

ぐ

ん

と

す

る

社

會

的

目

的

，
を

以

つ

.
て

せ

る

ク

V
,ル
キ
ァ
M

夏

3

、
の
«
設
と
共
に
、
公
の
大
工
事
を
起
し
て
都
市
を
美
化
し
、 

併
せ
て

、

總
ベ

て
の

エ
■

滿
足
を
與
へ
て(

未
だ
彼
れ
の
■時
代
に
於
い
て
_

れ
等
の
0:
_

救
濟
す
る

.0
必

漂
 

ば
稱
す
る
を
得
ざ
る
も)

國
內
の
¥
和
を
維
持
せ
ざ
.る
を
得
ざ
り
し
な
り
。
斯
く
て
雅
.典
は
久
し
き
に
亙
り
て
、
幾
多
の
5̂
^
都
市
に 

於
い
て
$

酌
兩
階
級
を
分
立
せ
し
め
た
る
激
烈
な
る
.鬪
#
3:
'
'々
免
る
\
を
得
し
な
り
0

:

:

:

國
際
收
支
勘
定
ょ
り
觀
れ
る
我
國
民
經
濟
の 

,世
界
大
戰
後

1:
.
於
け
る

—.
パ
金 
'原

賢

之

助

I
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